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開  会   午前１０時００分 

○委員長（山内実貴子） 皆さん、おはようございます。 

  開会に当たりまして一言ご挨拶を申し上げます。 

  本日から令和４年度予算の審査に入ることになりますが、森山副委員長共々よろしく

お願い申し上げます。 

  令和４年度の予算は、「つながる未来へ みち ひと創造予算」として、住民生活の

安心安全、経済活動の回復に向けた予算となっております。 

  これら事業の推進に全力を傾注し、精進されますことを期待いたしますが、年々本町

の財政状況は厳しくなってきており、このようなときだけに、財源を有効に活用し、事

業実施には細心の注意と決断が求められるものと考えます。 

  限られた審査期間でありますので、効率的に委員会が運営されますよう委員各位のご

理解とご協力をお願いいたしまして、開会の挨拶とさせていただきます。 

  ここで町長より発言を求められておりますので、これを許します。西谷町長。 

○町長（西谷信夫） 皆さん、改めましておはようございます。 

  ご存知のとおり、昨日の午後１１時半過ぎ、東北地方で震度６強の強い地震が発生い

たしました。つい先日は、東日本大震災から１１年目を迎えておるところでございます

けれども、被害が最小限に収まるようにと願いますとともに、近畿におきましては、南

海トラフ地震の発生の確率が高くなっているということでございますので、防災減災対

策にしっかりと取り組んでいかなければならないと、決意を新たにしておるところでご

ざいます。 

  また、昨日は、私の一丁目一番地の公約でありますみちづくり、都市計画道路宇治田

原山手線につきまして、第三者委員会による事業評価をしていただき、山手線事業につ

いて妥当であるという一刻千秋の思いで待った判断をしていただいたところでございま

す。これはひとえに谷口議長はじめ、議員の皆様、また平成２６年２月に立ち上げてい

ただきました住民会議の皆様及び関係各位のオール宇治田原で必要性について訴えてい

ただいたおかげと感謝を申し上げますとともに、ご理解、ご支援をいただきました西脇

知事をはじめ、京都府関係各位、また、国会議員、府会議員の皆様に重ねてお礼を申し

上げたいと思います。 

  これはゴールではなくスタートとなるわけでございますけれども、しっかりと京都府

と連携強調する中で、一日も早く全線開通できるように粉骨砕身取り組んでまいります

ので、今後も議員の皆様におかれましては、また、ご理解、ご支援賜りますことを心か
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らお願いを申し上げたいというふうに思います。 

  本日は、令和４年３月定例会を３月３日に開会をしていただきまして、一般質問、ま

た、補正予算に係る予算特別委員会、そして、各常任委員会を開催していただいたとこ

ろでございます。 

  昨日の再開日には、令和３年度宇治田原町一般会計補正予算（第５号）をはじめ、提

案させていただきました補正予算６議案につきましてご可決を賜り、本当にありがとう

ございました。 

  本日からは、令和４年度の宇治田原町一般会計予算をはじめ、予算関係６議案及び関

係議案４議案、合計１０議案をご審査をいただくこととなっておりますが、山内委員長

様、また森山副委員長様におかれましては、大変ご苦労をおかけしますが、どうぞよろ

しくお願いを申し上げますとともに、慎重な審査を賜りまして、ご可決いただきますよ

う、よろしくお願いを申し上げまして、開会に当たりましてのご挨拶とさせていただき

ます。どうぞよろしくお願い申し上げます。 

○委員長（山内実貴子） ありがとうございました。 

  それでは、議案審査に入る前に、委員各位にご提案を申し上げたいと思います。 

  まず、配付しております予定表に従いまして、審査を進めてまいりたいと思います。

お手元に配付しております申し合わせ事項を併せてご覧いただきたいと思います。 

  令和４年度一般会計予算並びに特別会計等予算の審査につきましては、まずは総務課、

企画財政課、税住民課、会計課、議会事務局所管分、次に福祉課、健康対策課、子育て

支援課所管分、次に建設環境課、まちづくり推進課、産業観光課、上下水道課所管分、

そして教育委員会所管分の順で行うこととしています。 

  また、各特別会計予算、企業会計（水道事業及び下水道事業会計）予算の審査につき

ましても、各所管の一般会計予算審査の後に行っていきたいと思います。 

  併せて、関係議案につきましても、所管ごとに審査を行っていくことにいたしたいと

思います。 

  なお、原則繰上審査は行わないことといたします。 

  そして、全議案の個別審査終了後、現地審査、そして、総括審査を行い、各議案の討

論、採決を行いたいと思います。 

  本日の予定といたしましては、日程第１から日程第４、議案第７号、令和４年度宇治

田原町一般会計予算の総務課、企画財政課、税住民課、会計課、議会事務局所管分及び

関係条例等の議案第１３号、議案第１５号並びに議案第１６号について個別審査を行い、
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その後、日程第５、議案第７号の福祉課、健康対策課、子育て支援課所管分の個別審査

及び日程第６から日程第９、議案第８号から議案第１０号までの各特別会計予算、併せ

て関係条例の議案第１９号の審査を行います。 

  ２２日は、午前１０時から、令和４年度宇治田原町一般会計予算の建設環境課、まち

づくり推進課、産業観光課、上下水道課所管分、あわせて議案第１１号、議案第１２号

の各企業会計予算について個別審査を行い、次に議案第７号、令和４年度宇治田原町一

般会計予算の教育委員会所管分の個別審査を予定しております。 

  そして、２３日午前１０時から現地審査を予定しております。 

  なお、現地審査の箇所につきましては、本日及び２２日の両日における各所管審査終

了時の申出により、調整・決定を行うこととしております。 

  最終の２４日午後１時から総括審査に入り、その後、日程順に１０議案の討論、採決

を行うことといたしたいと思います。 

  また、本日からの委員会において不適切な発言等がありました場合には、委員長にお

いて精査を行うことといたします。委員各位のご協力をお願いいたします。これにご異

議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） ありがとうございます。異議なしと認めます。よって先ほど申

し上げました順で審査を進めてまいりたいと思います。 

  なお、質疑、答弁につきましては、的確、明瞭にお願いしたいと思います。 

  なお、委員各位に議事進行上、お願いがございます。 

  ２４日に予定しております総括審査において質疑のある方、また討論を予定しておら

れる方は、お手元に配付しております総括質疑通告書及び討論通告書に件名・具体的な

内容等を記載し、２３日の現地審査終了までに、私、山内まで提出願います。よろしく

お願いいたします。 

  また、２９日の会議において討論を予定される場合にあっては、議会運営委員会開催

日前日の２５日金曜日午後５時までに、既に配付済みの討論通告書を議長に提出願いま

す。 

  ここで、職員の入替えのため、暫時休憩を行います。 

休  憩   午前１０時０９分 

再  開   午前１０時１０分 

○委員長（山内実貴子） 休憩前に引き続き会議を開きます。 
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  ただいまの出席委員は１２名でございます。定足数に達しておりますので、直ちに本

日の予算特別委員会を開きます。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第７号、議案第１３号、議案第１５号及び議案第１６号 

○委員長（山内実貴子） 日程第１、議案第７号、令和４年度宇治田原町一般会計予算を

議題といたします。 

  まず、総務課、企画財政課、税住民課、会計課、議会事務局所管分の審査を行います。 

  当局より、新規事業、拡充事業等の主要な施策について、概要説明を求めます。奥谷

総務担当理事。 

○総務担当理事（奥谷 明） 皆さん、改めましておはようございます。 

  それでは、私のほうからは、令和４年度宇治田原町一般会計予算に係ります、まずは

全体的な概要といたしまして、この編成概要という資料をお持ちかと思いますけれども、

これを用いまして、まず全体概要をご説明させていただきたいと存じます。 

  １ページ目をまずご覧ください。 

  令和４年度一般会計予算のあらましでございますけれども、１、予算編成の基本にご

ざいますように、歳入につきましては、町税や地方交付税の増加を見込みますものの、

歳出につきましては、社会保障費や公債費等の義務的経費が増加するなど、その収支差

は厳しく、中長期的にも本町財政は厳しい状況が続く見通しとなっております。 

  こうした中ではございますが、第５次まちづくり総合計画及び第２期地域創生総合戦

略に基づき、宇治田原山手線及び関連する幹線道路の整備など、みちづくりと人口減少

対策と定住化の実現や、多様な学びの応援、さらには新型コロナウイルスへの対策など、

ひとづくりの２つが交わることで相乗効果を生み出しながら、持続可能なまちづくりを

進めるため、「つながる未来へ みち ひと創造予算」と題しまして、住民生活の安心

安全、経済活動の回復に向けた予算を計上いたしております。 

  その結果、２、予算規模にございますように、歳入歳出予算の総額は５１億

６，５００万円となりまして、対前年度比１億６，６００万円、３．３％の増加となっ

たものでございます。 

  次に、３、予算の概要でございますけれども、まず、歳入につきましては、町税にお

きまして、前年度収入見込額や今後の景気動向等を考慮いたしまして、全体として１億

１，２２７万円、７．５％増の１６億１，１６８万円を計上いたしております。 

  内訳でございますけれども、個人町民税は、前年度当初比で３３８万円、０．８％の
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増、法人町民税は、聞き取り調査等による事業所の業績回復予測などによりまして、前

年度当初比で４，４３６万円、３９．３％の増を見込んでおります。固定資産税は新型

コロナウイルス感染症緊急経済対策における課税標準の特例措置が終了いたしますこと、

また、家屋では、法人社屋の新築に係る増額が大きく見込まれることなどに伴いまして、

６，１７９万円、７．２％増を見込んでおります。軽自動車税は、初度登録から１３年

を経過した重課税率が適用される車両の増加が見込まれますことなどから、１５１万円、

４．６％の増を、また、町たばこ税は、令和３年度決算見込みから推計し、１２３万円、

２．４％の増をそれぞれ見込んでおります。 

  次に、地方交付税でございますけれども、これにつきましては、臨時財政対策債振替

相当額の減等によりまして、普通交付税で１億１，０００万円増の１１億１，０００万

円、前年度同額を計上いたしました特別交付税を合わせて総額１２億５，０００万円を

計上いたしております。 

  ２ページをご覧いただきたいんですけれども、次に、地方譲与税、地方消費税交付金

等の各種交付金につきましては、前年度収入見込額及び地方財政計画を基に算定し、全

体では１，６８３万円、４．９％増の３億５，７８９万円を計上いたしております。 

  少し飛ばさせていただきますが、次に、国庫支出金でございますけれども、地方創生

道整備交付金の増はございますけれども、社会資本整備総合交付金の減等によりまして、

５，５０５万円、９．３％減の５億３，４８８万円を計上いたしております。 

  次に、また飛ばしていただいて、２ページ下段でございますが、寄附金につきまして

は、ふるさと応援寄附金が前年度から９，０００万円増の２億円、また、今回新たに、

企業版ふるさと応援寄附金を１億円計上いたしましたことにより、１億９，０００万円、

１７２．７％増の合計３億円を計上いたしております。 

  続きまして、３ページに移らせていただきますが、繰入金につきましては、歳入不足

を補うための財政調整基金繰入金１億３，０００万円を計上いたしますとともに、事業

の特定財源といたしまして、公共施設整備基金繰入金や、ふるさと応援基金繰入金等を

計上し、合計で５０２万円、１．７％増の２億９，９４９万円を計上いたしております。 

  歳入の一応最後になりますが、次に、町債につきましてでございますけれども、消防

ポンプ自動車整備事業債や道路橋梁改良舗装事業債等の建設事業債を計上いたしており

ますが、地方交付税の代替措置として発行いたします臨時財政対策債を１億

６，８００万円、６３．９％減の９，５００万円といたしましたことなどから、合計で

は、２億７３０万円、３７．１％減の３億５，１２０万円を計上いたしております。 
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  次に、歳出につきまして、ご説明を申し上げます。 

  ３ページ中ほど後段でございますけれども、まずは義務的経費の推移といたしまして、

まず人件費につきましては、職員の退職・採用に伴います減等によりまして、

１，０３２万円、０．８％減の１２億３，１５９万円を計上いたしております。なお、

財政状況が厳しい折、特別職の給料につきましては、併せて条例提案させていただいて

おりますけれども、引き続き特例条例によりまして、町長１０％、副町長、教育長は

７％を減額いたしておりますとともに、管理職員における管理職手当を１０％減額いた

しております。 

  次に、扶助費でございますけれども、２，２４７万円、４．７％増の５億１３６万円

を計上いたしております。 

  次に、４ページになりますけれども、次に公債費につきましては、令和３年度末地方

債残高見込み６８億８，２０４万円に対する元利償還金及び一時借入金利子といたしま

して２，９７８万円、５．９％増の５億３，４１７万円を計上いたしております。 

  次に、投資的経費の推移といたしまして、普通建設事業費につきましては、宇治田原

山手線関連事業費（工業団地線）でございますけれども、このような事業費、高機能消

防指令システム部分更新事業費、消防分署配備の消防ポンプ自動車更新事業費、小中学

校トイレ洋式化等整備事業費など、５億５３４万円を計上いたしておりますが、新市街

地都市公園整備事業費の減等によりまして、１億１，７９５万円１８．９％の減となっ

ております。 

  次に、物件費、補助費等につきましては、コンビニ交付導入事業費やふるさと納税推

進事業費の増等によりまして、それぞれ増となっております。 

  次に、操出金についてでございますけれども、国民健康保険特別会計と介護保険特別

会計への操出金が減、後期高齢者医療特別会計への操出金が増となっております。 

  続きまして、５ページの４、財政改革で歳出削減、この欄をご覧ください。 

  このような厳しい財政状況ではございますが、持続可能な行財政基盤を構築するため、

職員一人一人が財政状況を認識いたしますとともに、事業の取捨選択等により財政改革

を推進し、歳出削減を図ったところでございます。 

  こうした取組によりまして、削減等の総額は３，０００万円となりまして、その内訳

を具体的に申し上げますと、こちらにございますように、積極的な事業の終了・見直し

で１，６９０万円、経常経費の削減といたしまして８９０万円、人件費の削減として

４２０万円。 
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  内訳といたしましては、先ほど申し上げました特別職の特例減額により２５０万円、

また、一般職の管理職手当の減で１３０万円当が内訳となりますけれども、こういうも

のを含めまして、総額３，０００万円の減とさせていただいておるところでございます。 

  この結果、歳入歳出の不足額を補うための財政調整基金繰入額でございますけれども、

先ほども申し上げましたけれども、１億３，０００万円となりまして、令和３年度の当

初予算で計上いたしました１億７，０００万円から４，０００万円の改善を図ることが

できたところでございます。 

  なお、行財政改革の取組は、住民の皆様方には受け入れがたい選択肢となる場合もご

ざいますが、引き続き努力を積み重ねてまいる所存でございますので、ご理解賜ります

ようお願いを申し上げます。以上、予算編成概要に基づくあらましの説明とさせていた

だきます。 

  続きまして、令和４年度宇治田原町一般会計予算中の関係課所管分に係る歳出につき

まして、その主なものを当初予算案主要事項調書に基づきましてご説明をさせていただ

きたいと思います。主要事項調書でございます。こちらでございます。 

  まず、総務課所管分でございますけれども、調書の３ページ、高機能消防指令システ

ム部分更新事業費といたしまして３，７５４万９，０００円を計上いたしております。

現在京田辺市消防本部管内で運用しております高機能消防指令システムにつきましては、

耐用年数を超過した機器の更新や無線不感エリア対策として、ＩＰ無線を導入するなど

によりまして、システムの安定稼働の維持を図るものでございます。 

  続きまして、調書の４ページ、女性消防団員確保事業費といたしまして、７８万

２，０００円を計上いたしております。消防団は地域の消防防災体制の中核的役割を果

たしていただいておりますが、近年男性団員の確保が非常に困難な状況となってきてお

ります中、女性のきめ細やかな感性を活かし、火災予防や地震防災に関する広報活動な

ど、主に予防面に重点を置いた活動を担っていただくため、多様な人材活用といたしま

して、女性消防団員の確保を図るものでございます。 

  続きまして、調書の５ページ、消防ポンプ自動車更新事業費といたしまして、

５，７４２万円を計上いたしております。京田辺市消防署宇治田原分署に現在配備して

おります現行の消防ポンプ自動車は、平成１８年２月に導入後、約１６年が経過してお

りますことから、更新計画に基づき新規車両を購入するものでございます。装備といた

しましては、通常の消防・救助資機材に加えまして、消防水利が乏しい現場でも消火活

動が行えるよう、水槽を車両に搭載いたしますとともに、今回新たに圧縮空気泡消火装
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置、ＣＡＦＳと言っておりますけれども、この装置を搭載することによりまして、少量

の水での消化泡による消火活動も可能となるものでございます。 

  続きまして、企画財政課所管分のご説明をさせていただきます。 

  調書の６ページ、行政改革、行政評価推進事業費といたしまして３３万６，０００円

を計上いたしております。現行の第６次行政改革大綱及び同実施計画の計画期間が、令

和４年度で終了いたしますことから、これまでの取組に対する総括を行いますとともに、

本庁の行政改革の新たな指針となります第７次大綱等外部委員による町行政改革懇談会

にお諮りする中で作成してまいりたいと考えております。 

  続きまして、調書の７ページ、ふるさと納税推進事業費といたしまして１億円を計上

いたしております。本町へのふるさと納税につきましては、これまでの取組によりまし

て返礼品も６０事業者、３２０品目を超えるまでになりまして、寄附金額も年々増加し

ているところでございます。予算内容といたしましては、協力事業者への返礼品の費用、

またポータルサイトの利用料等を計上いたしておりまして、今後とも国からの通達等を

踏まえる中、特産品の拡充等を推進し、財源の確保はもとより、ふるさと納税を通じた

地域ブランド力の向上とまちの知名度アップや宇治田原ファンの増加等に努めてまいり

たいと考えております。 

  続きまして、税住民課所管分のご説明をさせていただきます。 

  調書の８ページ、コンビニ交付導入事業といたしまして１，１７２万４，０００円を

計上いたしております。本事業につきましては、新型コロナウイルス感染症対応地方創

生臨時交付金を活用いたしまして、マイナンバーカードを利用して、コンビニ店舗で住

民票の写し等を取得できるシステムを構築し、住民の皆さんの利便性向上等を図るもの

でございます。 

  これによりまして、全国のコンビニ店舗におきまして、土日祝日を含む毎日６時

３０分から夜２３時まで、住民票の写し及び印鑑証明を取得していただくことが可能と

なるものでございます。 

  以上で関係課所管に係ります主要な事業の説明とさせていただきます。よろしくご審

査賜りますようお願いを申し上げます。 

○委員長（山内実貴子） 説明が終わりました。 

  次に、一般会計予算に関連いたします議案として、日程第２、議案第１３号、宇治田

原町企業版ふるさと納税地方創生基金の設置、管理及び処分に関する条例を制定するに

ついてを合わせて議題といたします。 
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  まず、当局より説明を求めます。村山企画財政課長。 

○企画財政課長（村山和弘） それでは、続きまして、議案第１３号、宇治田原町企業版

ふるさと納税地方創生基金の設置、管理及び処分に関する条例を制定するにつきまして

ご説明を申し上げます。 

  議案第１３号の資料のほうをご覧いただきたいと存じます。 

  まず、制定の趣旨でございますが、地方創生応援税制、いわゆる企業版ふるさと納税

を活用したまち・ひと・しごと創生寄附活用事業に要する経費に充てることを目的とし

た宇治田原町企業版ふるさと納税地方創生基金を設置するものでございます。 

  地方自治法の規定、地域再生法第５条第４項第２号の規定に基づき、まち・ひと・し

ごと創生寄附活用事業に要する経費に充てる場合に限り、一般会計に繰入れを行い、処

分することができるものとし、その他、積立、管理、運用等について定めるものでござ

います。 

  施行日につきましては、公布の日から施行するものでございます。 

  企業版ふるさと納税の概要につきましては、以前よりそれぞれ委員会の場におきまし

て質疑等もあり、議論もされておりますので、説明のほうは省略させていただきますが、

次のページに参考として募集用のチラシをつけさせていただいているところでございま

す。説明につきましては、以上でございます。 

○委員長（山内実貴子） 説明が終わりました。 

  続いて、日程第３、議案第１５号、宇治田原町長等の給料の額の特例に関する条例の

一部を改正する条例を制定するについてを併せて議題といたします。 

  まず、当局より説明を求めます。青山総務課長。 

○総務課長（青山公紀） それでは、議案第１５号ということで、宇治田原町長等の給料

の額の特例に関する条例の一部を改正する条例につきまして、議案第１５号の資料をも

って説明させていただきたいと思います。 

  まず、趣旨でございますが、本町の厳しい財政状況等に鑑み、町長をはじめとする常

勤の特別職が財政健全化への取組姿勢を明確にするということで、率先して範を示すこ

とによって、継続性のある行財政運営に取り組んでいきたいというところで、今、令和

２年４月１日から令和３年度末、３月３１日までについて、取り組みをすすめておりま

すけれども、引き続きまして、令和４年４月１日から令和６年３月３１日までの２年間

について、給料月額及び期末手当の減額を行いたいというものでございます。 

  改正内容につきましては、特別職の給与の減額率ということで、先ほど理事のほうか
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らも説明ありましたけれども、町長１０％、副町長７％、教育長７％ということで、期

間につきましては、今申し上げたとおりでございます。 

  給与の減額等につきましては、（３）番でございます。また、（４）番の期末手当と

合わせてということで、減額していきたいというところでございます。 

  施行日につきましては、４月１日という予定でございます。簡単ではございますけれ

ども、以上とさせていただきます。 

○委員長（山内実貴子） 説明が終わりました。 

  続いて、日程第４、議案第１６号、宇治田原町消防団条例の一部を改正する条例を制

定するについてを併せて議題といたします。 

  まず、当局より説明を求めます。青山総務課長。 

○総務課長（青山公紀） それでは、続きまして、議案第１６号、宇治田原町消防団条例

の一部を改正する条例を制定するにつきまして、議案第１６号の資料をもって説明をさ

せていただきたいと思います。 

  まず、趣旨につきましては、国における消防団員の処遇等に関する検討会での協議・

検討結果を踏まえて、消防団員の処遇改善を目的として年額報酬の引上げを行うととも

に、これまでの出動手当を見直し、出動に応じた報酬制度（出動報酬）を創設するとい

うものでございます。 

  改正内容につきましては、年額報酬の引上げということで、国が示す標準額、年額

３万６，５００円より、現行の報酬額が低い団員階級の年額報酬を現行の２万

８，０００円から３万６，５００円にということで、８，５００円引き上げるというも

のでございます。 

  次、また、出動報酬の新たに創設ということで、現行の出動手当を出動報酬に見直し

をさせていただいて、活動時間が長くなるケースのある災害、例えば火災とか風水害、

地震等への対応につきまして、上限額、これまで４，０００円でしたけれども、これを

８，０００円に引き上げさせていただきたいというところでございます。 

  施行日につきましては、令和４年４月１日から施行を予定しております。 

  簡単ではございますけれども、以上でございます。 

○委員長（山内実貴子） 説明が終わりました。 

  それでは、日程第１から順次質疑に入りたいと思います。 

  まず、議案第７号に係る総務課、企画財政課、税住民課、会計課、議会事務局所管分

について、質疑のある方は、ページ数、また事業名などを明確に指定をし、簡潔にお願
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いしたいと思います。 

  直ちに質疑に入ります。 

  質疑のある方は挙手を願います。 

  それでは、藤本委員。 

○委員（藤本英樹） 改めまして、おはようございます。 

  それでは、私のほうから何点か質問のほうさせてもらいたいと思います。 

  まず、総務課関係で、主要事項調書の４ページ、女性消防団員確保事業費なんですけ

れども、まず、女性消防団の設立となりますと、団員の確保がかなりハードルが高いん

んじゃないかと思われるんですけれども、どのような方法で募集される予定なんでしょ

うか。 

○委員長（山内実貴子） 青山課長。 

○総務課長（青山公紀） ただいまのご質問ですけれども、まずその確保ということで、

町の広報紙とか、ホームページへの掲載というところ、それと、婦人防火クラブや女性

スポーツ団体等への、個々の直接的な呼びかけなどによって募集していきたいと今のと

ころ考えておるところでございます。 

○委員長（山内実貴子） 藤本委員。 

○委員（藤本英樹） 募集するだけでは、団員の確保ができるというふうに思えないんで

すけれども、行政側から積極的な勧誘的なことというのは考えておられますでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 青山課長。 

○総務課長（青山公紀） 行政からの働きかけはやはりもちろんさせていただかなくては

ならないと思っております。勧誘については、消防団本部と連携しながらというような

ところで、行っていきたいと思っております。 

  それとか、あと女性だけの防火組織として、既に活動いただいております、禅定寺の

婦人防火クラブ等の方々と協議していくというようなところも必要ではないかと考えて

おるところでございます。 

○委員長（山内実貴子） 藤本委員。 

○委員（藤本英樹） 現在、消防団員の年齢というというのは、若者の地元離れなんかに

よりまして、以前の定年の年齢３６歳を過ぎても現役で活動してもらっておりますけれ

ども、女性消防団員はどのくらいの年齢層を募集するのか。また、各地区の配置人数は

どれくらいを考えておられるのか、教えていただけますか。 

○委員長（山内実貴子） 青山課長。 
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○総務課長（青山公紀） 年齢につきましては、男性団員と同様に、１８歳以上の方を対

象とさせていただきたいと思っています。あと、禅定寺の婦人防火クラブとか、消防団

本部に委員でご協力いただいた女性消防団確保のための検討会というのをさせていただ

いたところですけれども、この中では、ご意見がいろいろありまして、子育て世代は団

員としての活動が非常に負担になったりとか、あと、夫婦で消防団に入るとかとなると、

家庭が心配したとか、そういったご意見もございまして、広報啓発を中心に、できると

ころから活動してはどうかといったご意見も、またいただいておりましたので、そうい

ったところから、子育て前や、子育てをもう終えた方を中心に呼びかけする必要も、そ

ういったところも一つの考え方かなと思っております。 

  また、各地区の配置人員につきましては、各地区にも配置するといったところはなか

なかハードル高いと思いますので、まずは町全域を対象として募集していきたいと考え

ておるところでございます。 

○委員長（山内実貴子） 藤本委員。 

○委員（藤本英樹） 女性消防団となりますと、先ほど理事の議案説明の中にもありまし

たけれども、私の個人的な意見でもあるんですけれども、火災現場に出向いて消火活動

を行うような活動は消防団とか分署にお願いすることになると思うんです。もちろん、

近所で火災が発生した場合は、初期消火は行ってもらうことになると思われますけれど

も、広報活動や、防火活動、災害時の一時避難所や、避難所の運営などが主な仕事にな

ると思います。以前から、私が主張しています女性防災士の育成も、女性の消防団とセ

ットで考えていくことはできませんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 青山課長。 

○総務課長（青山公紀） 今、おっしゃっていただきました、事業の内容でも説明を申し

上げておりましたけれども、女性のきめ細やかな感性を活かした中というところとか、

広報や啓発活動といった予防面に重点を置いた活動を担っていただきたいと思っておる

とところでございます。 

  また、女性の防災士の育成というところ、セットで取り組めないかというご意見でご

ざいますけれども、女性防災士の方でも、ご理解いただけるならば、女性消防団員とし

て活躍をしていただければなというふうに考えておるところでございまして、女性消防

団員、やはり確保していくという上での対象としては、女性の防災士の方も含めて考え

ていきたいと思っておるところでございます。 

○委員長（山内実貴子） 藤本委員。 
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○委員（藤本英樹） そしたら、ちょっと次、組織的なことなんですけれども、団員が確

保できて、消防団として発足した場合、組織的には、第１分団に属するのか。第２分団

に属するのか。それとも、女性消防分団として、独立させるのか。その辺の具体的な青

写真は何か描いておられますでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 青山課長。 

○総務課長（青山公紀） 今、募集させてもらって、なかなかすぐには多くの方集まらな

いかと思うんですけれども、将来的には、やはり女性消防団員を多数確保できた段階で

は、分団とか、そういう独立も考えていかなければならないかとは思いますけれども、

まずは分団員を各支部の所属ということではなく、本部に所属するような形で始められ

たらなと思っているところでございます。 

○委員長（山内実貴子） 藤本委員。 

○委員（藤本英樹） 先ほど来、禅定寺の婦人防火クラブの話が出ていましたけれども、

禅定寺区ではかなり以前から防火婦人部がクラブという形で活動されております。防火

クラブのほうも、世代交代ができましたのは大体３０年ぐらい前まででありまして、現

在は結婚して同居される方も少なくなってきていまして、新規でクラブ員の確保はほぼ

ほぼできていない状況です。婦人防火クラブ自体が存続していけるかの瀬戸際というふ

うな感じの状態ですし、女性消防団設立には、できましたら各地区から数名ずつ捻出し

てもらって、バランスの取れた構成にしていっていただけたらなと思いますんで、どう

ぞよろしくお願いいたします。 

  次に、企画財政課の関係に移らせてもらいます。 

  主要事項調書の７ページ、ふるさと納税推進事業費なんですけれども、これ毎年私確

認しているんですけれども、人気のある返礼品はどのようなものがあるのか、また教え

ていただけますでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 中地補佐。 

○企画財政課課長補佐（中地智之） 例年のトレンドと同じくですけれども、本町の特産

品でありますお茶と、また、その緑茶、ほうじ茶を原材料とするチョコレート等加工品

が上位を占めております。 

○委員長（山内実貴子） 藤本委員。 

○委員（藤本英樹） 本町は順調に右肩上がりで推移してくれていますけれども、近隣の

自治体の状況はどのようになっているんですか。例えば井手町とか、久御山町とか、和

束町とか、その辺りの自治体はどのような推移をしているのか、教えていただけますか。 
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○委員長（山内実貴子） 村山課長。 

○企画財政課長（村山和弘） なかなか私の口から近隣自治体、井手町とか久御山町とい

うふうなものを申し上げる立場ではございませんが、本町の状況を申し上げますと、総

務省であったり、京都府のほうが取りまとめられております令和２年度の結果を見ます

と、１１町村の比較をした場合には、本町の場合トップにいるというところでございま

す。そして、また、市を含めた府内全体で見ますと、やはり亀岡市さんがずば抜けてい

るという状況にございます。ただ、うちは分析として、人口１人当たりに換算した形で

も分析をしておりますが、そうなりますと、府内全市町村、市も含めても、亀岡市に次

ぐ２番目というふうな位置にいるというところでございます。 

○委員長（山内実貴子） 藤本委員。 

○委員（藤本英樹） 頑張っておられて大変ありがたいことです。そしたら、町側で統計

など取っておられた場合で結構なんですけれども、毎年本町に納税していただいている、

いわゆるリピーターの方の人数とか、その方への返礼品というのはどのようなものがあ

るのか、分かれば教えていただけたらと思います。 

○委員長（山内実貴子） 村山課長。 

○企画財政課長（村山和弘） リピーターについては、非常に重要な大事な視点であると

いうふうに考えております。令和２年の４月１日から令和３年の３月１５日、約２年間

の集計となりますが、リピーターの方につきましては、２年間で２回していただいてい

る方から、最大では１２回していただいている方というふうな方もございまして、約

１，７００人程度いらっしゃいます。これ率にしますと１１．８％となっているところ

でございます。これを件数ベース、件数かける人数というふうな形でいきますと、

２５％となってまいります。そして、返礼品につきましては、先ほど中地補佐が申しあ

げましたように、やはりお茶関係が多くなっているというところでございます。 

○委員長（山内実貴子） 藤本委員。 

○委員（藤本英樹） 非常にリピーターの方がたくさんいらっしゃるのにちょっと驚いて、

大変ありがたいことだと思います。このまま今後も右肩上がりで推移していただけるよ

うに頑張ってもらいたいと思いますので、どうぞよろしくお願いいたします。 

  次の質問に移ります。今度予算書の３５ページ、議案第１３号なんですけれども、企

業版ふるさと納税地方創生基金積立ということで、企業版ふるさと納税を山手線を中心

とする道路整備に活用して、企業が進出しやすい基盤整備を推進するということで設立

されるものでありますけれども、企業版ふるさと納税は返礼品があるわけでもなく、本
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町との関わりの深い企業にお願いすることになると思います。工業団地に進出されてい

る企業は、一日でも早い山手線全線開通を祈願されておりまして、独自の推進協議会も

設立されていますんで、協力はいただけるんじゃないかなというふうに思っているんで

すけれども、工業団地のほかにも、本町と最もと言っていいと思うんですけれども、関

わりの深い大企業があると思うんですけれども、そちらのほうに町長自らトップセール

スを行うような考えはあるんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 西谷町長。 

○町長（西谷信夫） 本当にいろいろとインフラ整備等々で財政厳しい中、また、企業さ

ん、特に工業団地、また、工業団地以外のところにも、やはり積極的に私も働きかけて、

ご支援を賜れるように、精いっぱい努力してまいりたいと思っております。以上でござ

います。 

○委員長（山内実貴子） 藤本委員。 

○委員（藤本英樹） 受け身の姿勢ではなかなか事業のほうも進捗も望めないと思います

んで、町長の一丁目一番地の公約が、早期山手線全線開通でありますんで、オール宇治

田原で早期実現に向けて取り組んでいっていただけたらと思いますので、どうぞよろし

くお願いいたします。 

  最後に、税住民課関係で、主要事項調書の８ページ、コンビニ交付導入事業費なんで

すけれども、まず、町内以外のほかの市町村でのコンビニでの交付も可能なのか、まず

教えていただきたいと思います。 

○委員長（山内実貴子） 廣島課長。 

○税住民課長（廣島照美） コンビニ交付につきましては、町内だけではなく、情報キオ

スク端末、マルチコピー機の設置の全国のコンビニエンスストアですとか、スーパー等

で交付が可能となるところでございます。 

○委員長（山内実貴子） 藤本委員。 

○委員（藤本英樹） 次に、ローソンやらセブンイレブンというのは、町内でも営業され

ておりますけれども、全国展開しているコンビニは大体５、６社あると思うんです。ど

のコンビニが利用出来て、利用できないコンビニというのはあるんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 廣島課長。 

○税住民課長（廣島照美） コンビニエンスストアにつきましては、大手のセブンイレブ

ンですとか、ローソン、ファミリーマートなどで利用可能となります。近隣で見かける

コンビニのうち、デイリーヤマザキとかは利用できないところでございます。また、ほ
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か、スーパーのイオンですとか、平和堂、一部のドラッグストアでも、全国５万

６，０００越えの拠点で利用できるようになるところでございます。 

○委員長（山内実貴子） 藤本委員。 

○委員（藤本英樹） すみません、大手コンビニの中でミニストップもあると思うんです

けれども、ミニストップはどうですか。 

○委員長（山内実貴子） 廣島課長。 

○税住民課長（廣島照美） ミニストップでも利用できることになります。 

○委員長（山内実貴子） 藤本委員。 

○委員（藤本英樹） 住民の利便性が大きく向上されるいう施策でありますんで、住民の

告知を十分にして行っていっていただけたらと思いますんで、どうぞよろしくお願いい

たします。以上です。 

○委員長（山内実貴子） では、馬場委員。 

○委員（馬場 哉） 今、藤本委員がおっしゃった主要事項調書の８ページのコンビニ交

付の部分で、ちょっと違う質問をさせてもらいますけれども、これについては、以前よ

りコンビニ交付ができたらええなという話も議会でも出ていましたし、そういう話の中

で、行政側のほうからは、コストがかなりかかるから一度断念しますという話があった

と思うんですけれども、今回国からの補助をいただいて、これができるということなん

ですが、初期投資はある程度今回の補助金でできたとして、コスト面ですね、ランニン

グコストの部分でいうと、住民さん側の負担となる料金と、また、業者側の負担となる

コスト、そこら辺のバランス、少し今、分かっている範囲で教えていただけたらと思い

ます。 

○委員長（山内実貴子） 廣島課長。 

○税住民課長（廣島照美） まず、ランニング経費になりますが、クラウド利用料であっ

たり、システム保守料、また、運営負担金のほうがランニングコストとしてはかかって

くることになります。その経費につきましては、トータルでいきますと約１００万円ほ

どの経費がかかることになる見込みでございます。 

○委員（馬場 哉） 年間か。 

○税住民課長（廣島照美） 年間でございます。 

  あと、住民さんの費用負担ということですけれども、今現在窓口で証明発行の手数料

は１枚当たり３００円というふうになってございます。コンビニで取得していただく際

の手数料になりますけれども、今後、近隣の証明発行、コンビニでの証明発行の手数料
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の状況も見させていただきながら、今後検討させていただくということになる予定でご

ざいます。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 馬場委員。 

○委員（馬場 哉） 今後料金については検討するということですけれども、コストが

１００万円かかるんやから、もっと当然それ以上のことやというふうに私は理解してい

ますけれども、そういう考えでよろしいですかね。 

○委員長（山内実貴子） 廣島課長。 

○税住民課長（廣島照美） 現在もコンビニ交付を取り組んでおられる市町村の発行手数

料のほうをお聞きしていますと、例えば利用促進を図るために５０円程度安くしたりと

か、そういったこともされている市町村もありますので、そういったことも含めて、検

討していきたいというふうに考えております。 

○委員長（山内実貴子） 馬場委員。 

○委員（馬場 哉） よく分かりました。 

  できるだけ、負担がないようにしていただいたらありがたいなという点と、この中身

でいきますと、電子証明を読み取ることができれば、仮にテクニック的なことでお聞き

しますが、これはマイナンバーカードを自宅でＩＣカードリーダー等々で電子証明書を

読み取れば、自宅でも住民票の写しなんかも取れる可能性があるのではないかというふ

うに思うんですが、そこら辺まではまだ考えておられないということですか。 

○委員長（山内実貴子） 廣島課長。 

○税住民課長（廣島照美） 今、自宅で証明発行というところまでは、ちょっとまだ検討

されているところではないところでございます。 

○委員長（山内実貴子） 馬場委員。 

○委員（馬場 哉） 分かりました。この点については終わります。今後いろいろ、でき

るだけ住民さんの負担のないように、手数料等々も考えていただければなというふうに

思います。これで、なかなか庁舎まで来られないという声があって、コンビニ交付がで

きればいいなという話が以前からありましたので、少しマイナンバーカード普及しない

といけないという条件がありますけれども、そこは併せてしっかりやっていただいて、

できるだけ利便性の向上につなげていただければなというふうに思います。 

  それと、次は、予算書の３３ページ、総務費の一般管理費の中の９番町長交際費

３３万５，０００円のところですけれども、少しお聞きしたいと思います。 

  町長交際費につきましては、交際費は町長の交際費と議長の交際費があるわけですけ
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れども、議長交際費については、以前より町のホームページの議会のところでも公開は

されていますけれども、行政側の交際費については、今のところ公開をされていないと

いう現状やと思います。なぜ今、公開ができないのか、また、今後公開をしていくつも

りがあるのかという点と、なぜ議会のほうだけ交際費の公開を先行しているのかという

部分を少しお聞きしたいと思うんですが、いかがでしょうか。事務局のほうでも。 

○委員長（山内実貴子） 青山課長。 

○総務課長（青山公紀） ただいまのご質問ですけれども、町長側の交際費につきまして

は、申し訳ございませんけれども、今のところ、おっしゃるとおり公開できていないと

ころでございます。交際費にかかる執行基準はございますけれども、例えば、総会とか、

式典とか、祝い金、会費といったところ、あと、葬儀などの弔事とか、見舞ごとに支出

しおるんですけれども、やはり今、おっしゃっていただきましたとおり、ちょっとうち

のほうが今、できていない状況でございまして、本来ならば、透明性の観点とかから、

また、近隣市町の状況などからは、公表するのが望ましいというところでおりますけれ

ども、現在ところは公表できていないというところで、お詫び申し上げます。以上でご

ざいます。 

○委員長（山内実貴子） 馬場委員。 

○委員（馬場 哉） 今、近隣の自治体でも公表してはるのに、うちはできていないとい

う、今、課長からのお話がありましたけれども、残念ながら、昨年にあった事件等々で、

今回行政側のほうは不正対策防止策ということで、コンプライアンスをしっかりやって

いこうというふうに決めていただいたと思います。その中で、本来ならタイミングを同

じくして、議長交際費と町長交際費と同時期に公表するのが筋というか、普通の流れや

と思うんですけれども、なぜ公開できていなかったんですか。 

○委員長（山内実貴子） 奥谷理事。 

○総務担当理事（奥谷 明） そのご指摘につきましては、事務上の遅れということで、

非常に申し訳ないというように考えております。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 馬場委員。 

○委員（馬場 哉） 事務上の遅れということ、公開しなければいけないけれども、公開

しなかったというんじゃなくて、ただ単に事務上の遅れということの理解やと思うんで

すけれども、そこは、うちの議会でいうたら議長の交際費もしっかり公開してはるので、

当然やっていくべきやと思います。それについては、必ず来年度からやれますか。 

○委員長（山内実貴子） 奥谷理事。 
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○総務担当理事（奥谷 明） ご指摘を受けまして、早急に公開できるように取り組んで

まいりたいと考えております。 

○委員長（山内実貴子） 馬場委員。 

○委員（馬場 哉） 中身については、慶弔費であるとか、会費であるとかというと思う

んですけれども、一つ交際費の中で、いわゆる今回、昨年こういう事件があった中で、

やはり利害関係のある団体さんも含めた会食については、少し、ちょっと私自身もよく

分からない部分があるんですけれども、小さな自治体ですので、災害のとき等々でお世

話にならないといけない業者さんもいらっしゃる中で、やはり交流深めなあかんという

気持ちはよく分かります。それについては、今後、令和２年度に関していうたら、２年

度、３年度、コロナ禍で開催はできていなかったと思いますけれども、その会食等々に

町長出席されておられたのか、また、そういう機会がなかったのか。その辺少しお聞き

したいんですけれども。 

○委員長（山内実貴子） 西谷町長。 

○町長（西谷信夫） ここ２年を振り返りますと、ほとんど会食等の中の会議というのは

ございませんけれども、今後やっぱり、今おっしゃったとおり、十分慎重に、その中で

も執行基準に鑑みまして、これから取り組んでまいりたいというふうに思います。 

○委員長（山内実貴子） 馬場委員。 

○委員（馬場 哉） その執行基準というのが、なかなか私たちちょっと資料がないので

分からないんですけれども、私は、やっぱりこうやってせっかくコンプライアンスまと

めはって、職員さんに対しても、行動指針をきっちり守るように指導していかはるとい

うことですので、やはり町長に関しては、利害関係のある業者さん、または団体等々の

会食は、私は避けていくべきかなというふうに思うんですけれども、今後、コロナ禍で

なかったという部分以外に、コロナ禍が終わった後、もしそういう機会があれば、町長

は出席されるのかどうか、お考えをお聞きしたいと思います。 

○委員長（山内実貴子） 西谷町長。 

○町長（西谷信夫） 十分慎重に判断してまいりたいというふうに思います。以上でござ

います。 

○委員長（山内実貴子） 馬場委員。 

○委員（馬場 哉） その慎重というのが、どういう基準なのかというのをお聞きしてい

る。慎重という部分が、もう出席をしはらへんのか、それとも判断した上で、出席をし

てはるのか。利害関係者の会食に関しては、やはり改めるべきじゃないかなというふう
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に思うんですが、そこは出席しはるということでいいんですかね。 

○委員長（山内実貴子） 西谷町長。 

○町長（西谷信夫） いろんなケースはあると思うんですけれども、会食ある、ないとい

うこともあろうかと思いますけれども、利害関係というのは、やっぱり不審を持たれる。

やっぱり透明性を持っていただくという意味でも、その辺はやっぱり厳正に判断してま

いりたいというふう思います。以上でございます。 

○委員長（山内実貴子） 馬場委員。 

○委員（馬場 哉） 議長もいわゆるそういう会食に出席されはる機会があると思うんで

すけれども、それは議会側と、執行側とは立場も違うので、ある程度議会の部分でいう

たら許されるというのか、そこはちょっとよく判断できない部分はあるんですけれども、

私は、やっぱりこうやってコンプライアンスをしっかり決めていかはるんやったら、町

長を筆頭に、職員さんも少し気をつけていかなあかんなという部分があると思うので、

そこは基準をしっかり守って厳正に対処していくという、今町長のご答弁ありましたけ

れども、できる限り透明性を保つために、また、そういう記事が新聞等々へ載ってほか

の住民さんからもどうなのかなというふうに思われないようにするためにも、少しきつ

めにというか、しっかりとよく考えていただいたらなというふうに思います。以上です

けれども、もしそれでよければ。 

○委員長（山内実貴子） 西谷町長。 

○町長（西谷信夫） 同じお答えになりますけれども、そういったご意見も踏まえて、慎

重な判断をしてまいるということでご理解賜りたいというふうに思います。 

○委員長（山内実貴子） では、榎木委員。 

○委員（榎木憲法） 主要事項調書の５ページ、消防ポンプ自動車を更新されるというお

話で５，７００万円ほど計上されていますが、これ１台当たりの費用なんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 田村補佐。 

○総務課課長補佐（田村 徹） １台当たりの費用でございます。 

○委員長（山内実貴子） 榎木委員。 

○委員（榎木憲法） 分かりました。１台当たりで５，７００万円で非常に高い金額なん

ですけれども、例えばここ最近、立川の小導寺で火事ありましたよね。あのときに、水

道管というか消火栓が１本しかないがためになかなか火が消せない。だから、こういう

タンク付きの消防車がもっと何台もあったらいいなというふうに思うんですけれども、

もっと設置台数を増やすということは難しいんですか。予算の関係で難しいのか、配置



５０ 

基準があって難しいのか、その辺は。 

○委員長（山内実貴子） 田村補佐。 

○総務課課長補佐（田村 徹） 設置台数につきましては、京田辺市消防本部のほうで、

消防力の観点からも、配備台数とかも決めておられますし、また、近隣になりますけれ

ども、井出分署、そちらにつきましても１台、それで、京田辺市の北部分署というのが

花住坂のところにあるんですけれども、そこも１台になっておりますので、なかなか台

数増やすいうのは、現時点では非常に困難やと考えております。 

  加えまして、ちょうど先だって不幸にして家屋が全焼したところで、なかなか水がと

いう、今委員さんのご発言ですけれども、そちらにつきましても、今回主要事項調書の

ところに書いてありますＣＡＦＳ装置ですね、これにつきまして、ちょっと私自身は使

ったことはさすがにないんですけれども、聞くところによりますと、薬剤に加えて、圧

縮空気を送ることによりまして、通常今使っているやつよりも少量の水でも消火ができ

るというふうに聞いてもおりますので、そういった意味では、常備消防の消防力は、今

よりかは向上していくものと考えているところでございます。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 榎木委員。 

○委員（榎木憲法） この前の火事でも、そういう水が足りないがために、一旦放水した

水を側溝に流して、河川に流して、その水を団員の方がまたせき止めて、ビニールシー

トで止めて再利用されて放水されているという場面でしたんで、もっと団員さんも苦労

されているんで、こういうのがもっと効率的に設置されるといいなというような意見で

ちょっと聞かせていただきました。本件に関しては以上で結構です。 

  続きまして、主要事項調書の６ページ、行政改革・行政評価推進事業費ということで、

第７次に向けて、第６次が今年度で終わるということで、第７次に向けてという話なん

ですが、その真ん中の下のほうに、取組の項目・数値目標で５２項目の１７数値目標と

いうふうに書いてありまして、その中のことなんですけれども、いわゆる時間外労働が

第６次の目標で年間１万２，０００時間とか書いてありまして、令和２年度の実績が

９，２００時間ぐらいというふうに達成しましたよと、評価でＡ達成されていました。

今度第７次を制定するに当たって、時間外労働を目標を何時間ぐらいに置かれるぐらい

の構想におられるでしょうかという質問なんです。といいますのは、９，０００時間で、

チャージ３，０００円ぐらいとしましたら、年間２，７００万円ぐらい、エリアで。も

っと削減できないかなということでの目標値をどれぐらいでおかれますかという考え方

がありますかという内容でもいいんですけれども。 



５１ 

○委員長（山内実貴子） 中地補佐。 

○企画財政課課長補佐（中地智之） 令和４年度に第７次の行政改革大綱、また実施計画

の策定を予定しております。策定に関しては、令和４年度に入ってからということにな

りますけれども、指標をどう置くのかというところは、策定の会議の中で決めていくこ

とになろうかと思います。 

  ただ、策定をするに当たって、指標をどう置くかというところは、当然過去５年間の

令和４年度を終期とする第６次の実施計画の中で取り組んだ振り返りというのを必ずや

ってまいりますので、そこの数値と見比べて、当然それを上回るような目標は成立しま

せんので、それを引き下げる。大事な視点として、やっぱり働き方改革、あるいは仕事

の進め方改革というところが、今後民間だけでなくて、我々行政機関にも求められると

ころですので、そういった視点は入ってこようかとは思いますけれども、そういった議

論というものを来年度１年かけてしっかりやっていきたいというふうに考えております。

以上です。 

○委員長（山内実貴子） 榎木委員。 

○委員（榎木憲法） 財源がなかなかない中で、目のつけ所の一つではないかなと思いま

すんで、削減できる方向を策定していただいて、目標に向かっていただきたいなと、そ

ういうことを７次の中に織り込んでいただけたらなというふうに思います。本件に関し

ては以上です。 

  続きまして、主要事項調書の７ページなんですが、ふるさと納税推進事業で１億円、

昨年度が５，５００万円で倍ぐらいになっているんですけれども、このうち、協力企業

さん、いわゆる返礼品の協力企業さんへ譲渡する金額というのは幾らぐらいになるんで

すかね。この１億円の中から。 

○委員長（山内実貴子） 村山課長。 

○企画財政課長（村山和弘） ふるさと納税、今年度は歳入で２億円の予算を計上させて

いただきました。そのふるさと納税の歳入に対して、経費が幾らまで使えるのかという

ところになりますと、国のふるさと納税制度として５０％という定めがございます。で

すので、自動的に２億円ということになれば、１億以内に納めると。それで、今、ご質

疑がありました返礼品につきましては、３０％というしばりがございますので、基本的

には３０％以内に納めるということになります。 

○委員長（山内実貴子） 榎木委員。 

○委員（榎木憲法） 分かりました。 
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  続きまして、主要事項調書の８ページ、コンビニ交付導入事業費の件で、ちょっとダ

ブるかも分かりませんけれども、先ほどの質問で、ありましたかと思うんですけれども、

１件当たりの発行回数費用、コンビニでの変動ありますかという質問されたんでしたか。 

（「されました。」と呼ぶ者あり） 

○委員（榎木憲法） じゃ、ごめんなさい。その質問いいです。 

  じゃ、最後に、予算書の３３ページなんですけれども、右側のほぼ真ん中辺りに、

２番、例規集整備事業費３３６万円と計上されていますが、昨年辺りからペーパーレス

化にはなったと思うんですけれども、それでも、３００万強の予算がいるというのは、

中身何なんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 青山課長。 

○総務課長（青山公紀） まず、この３００万円の内訳でございますけれども、まず、委

託料ということで、例規集をシステム管理としていただくための委託料というのが主な

ものになってきます。以上でございます。 

○委員長（山内実貴子） 榎木委員。 

○委員（榎木憲法） 分かりました。以上で質問を終わります。 

○委員長（山内実貴子） 今西委員。 

○委員（今西利行） まず、主要事項調書の４ページ、先ほど藤本議員のほうから質問が

あって、大体分かったんですけれども、新規ということでもう少し具体的に、他市町村

でも既に行われているところがあると思うんですけれども、その辺りも含めて、もうち

ょっと具体的な仕事内容とか、どういう取組をされるのか、教えていただけたらと思い

ます。 

○委員長（山内実貴子） 田村補佐。 

○総務課課長補佐（田村 徹） 女性の消防団員さんに今後を担っていただきたい活動内

容になるんですけれども、先ほども答弁をいたしましたとおり、基本的には、広報なり

啓発なり、予防面を重点的に担っていただきたいと。と申しますのは、町の検討会のほ

うでも、ご意見としてありましたのが、やはり大規模災害が起きたときは別やと思うん

ですけれども、普段から、なかなか消火活動、どこかで火がつきましたといった段階で

出動というのを団員のほうはしておるんですけれども、なかなかそういったことを女性

の方に求めるというよりかは、なかなか今、男性団員のほうで、ちょっと充実できてい

ない広報面を中心にやっていただくほうがいいといったご意見もございまして、それと

また、近隣につきましても、そういったふうに広報なりのほうに取り組まれているのが
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主ですので、町といたしましてもそのように考えておるところでございます。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 今西委員。 

○委員（今西利行） それについて分かりました。 

  そしたら、予算編成概要の５ページなんですが、４の財政改革で歳出削減というとこ

ろなんですが、そこで積極的な事業の終了・見直しという項目があるんですけれども、

その辺りは一体どういう内容で見直していくのか、教えていただけたらと思います。 

○委員長（山内実貴子） 村山課長。 

○企画財政課長（村山和弘） 今回、削減額３，０００万円という形で示させていただい

ておりますが、積極的な事業の終了・見直しにつきましては、イベント等の見直しによ

るものといたしまして、例えばコロナ禍における敬老会の開催について、これまでは

７０歳以上を対象に行ってきたところ、もう既に今年度から、節目、７７歳、喜寿、

８８歳、米寿、９９歳白寿というような形で節目開催としたというのを予算にもそうい

うふうな形でさせていただいたであるとか、文化センターにおけます事業、文化芸術公

演やったり、生涯学習事業、こちらのコロナ禍による開催の見直しというものであった

りとか、それに伴います委託経費というものがかかってきますので、その辺の経常経費

の削減、そして、さらには、計画策定とか、制度見直しについて業者委託というのを今

までからしてきておりますが、その辺を何とか直営で、自前でするというふうなところ

による削減であったり、最後に書かせていただいております人件費の削減、これは、先

ほど理事のほうから説明があったというようなところで、そういったものを積み重ねて

３，０００万円の削減となったところでございます。 

○委員長（山内実貴子） 今西委員。 

○委員（今西利行） ちょっと私が心配しているというのは、この間、高校生のバス代通

学費の補助半減とか、敬老祝い金の関係、福祉関係がいろいろ削られてきたということ

があります。地方自治法にも、住民の福祉の増進を図るということが第一に書かれてお

りますので、言っておられることも分かるんですけれども、その辺りは、十分考えてい

ただいて、やっていただければというふうに思いますので、一応要望というか、お願い

したいと思います。 

  最後ですが、主要事項調書８ページの、先ほどから何回もほかの人からも質問があっ

たコンビニ交付導入事業費なんですが、私のほうから１点だけ、例えばそのコンビニで

利用するんですけれども、やはり高齢者の方とか、なかなかそういう機械の操作が不慣

れかと思われると思うんですけれども、その辺りの広報なり、コンビニの店員さんにど
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ういう形でという取扱いのことも含めて、そういうふうなこともされるんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 廣島課長。 

○税住民課長（廣島照美） コンビニ交付導入に当たっては、十分広報等もさせていただ

きたいというふうに思います。また、コンビニにおきましても、操作がやっぱり不慣れ

な方については、店員さんがやはり親切に教えてくださるというふうな対応ももちろん

してくださると思いますので、そういったところも含めて、また今後対応していきたい

というふうに考えております。 

○委員（今西利行） よろしくお願いします。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） それでは、何点か質問させてもらいます。 

  私考えていた質問の前に、先ほど馬場委員のほうから、町長の交際費、この質問があ

ったんで、ちょっとあえて議会としての考え方を述べさせてもらいたいと思います。 

  さっきの質問のときに、議長に質問があるかなということで、期待もしていたんです

が、結果的にはそれがなかったんで、考え方等ちょっと触れさせてもらいたいと思いま

す。まず、先ほどのやりとりの中で、公開できひんかったことについて、課長はお詫び

を申し上げますという答弁やったんですね。理事は事務上の遅れということでできてい

ないということやったんですが、こんなもの、やるかやらんか町長が判断すれば済む話

なんですよ。 

  なぜ、議会のほうが公開したかといいますと、私議長になったのが平成３０年の

１１月。平成３１年の３月に議会運営委員会にお諮りをして、当時の議員の皆さんの確

認というか、了解も得ながら、交際費の支出及び公表に関する基準、これを制定させて

もらいました。これは、やはり交際費を透明化するということと併せて、私常々申して

おります議会と住民の皆さんの距離感を縮めるということの一つで取り組んだわけであ

ります。交際費は、社会通念上妥当と認められる範囲内で執行する。これ当たり前の話

で、支出は、慶祝（お祝いごと）、これと弔慰（ご不幸ごと）、見舞金、会費、この

４つで構成をされているということです。 

  先ほど、利害関係のある団体との飲食ということも言われておりました。私は、弔慰

関係（ご不幸ごと）に関しては、これは交際費は使わせていただきました。あとのお祝

い関係、会費関係、これについても、飲食を伴う団体との会費については、公費は執行

しない。ポケットマネーで、お祝いで出すといろいろ公選法の絡みもあるんで、ポケッ

トマネーで、会費で参加をさせてもらっていました。ここ２年間ほど、確かにありませ
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ん。ちなみに当時、参加させてもらっていたのは、建設業協会、これが先ほど問題にな

っていた部分だと思います。茶盛組合、消防団、この３つであったと記憶をしておりま

す。全てポケットマネーで私は執行しました。 

  議会と町は、建設業協会との立ち位置が違うんで、我々執行権はありません。だから、

便宜を図ることもできないし、まずそういう懇親の場に参加するということは、情報交

換、また、いろんな懇親という意味で、広い意味での、それで参加するのであって、全

く議会がその場に行っている、議会いうか議員が出ることについては問題もありません

し、また、申しましたように、公費は一切使っていないということだけははっきりさせ

ておいてもらいます。 

  ですので、先ほど、町長のほうが、なぜやめると言わないのかという質問に対して、

慎重に判断をするということを言われていましたけれども、議会が公表してもう既に

３年経っていますけれども、そのときも議会のほうは公表しますよと、町はどうするの

かという投げかけもしております。しかしながら、その間３年間、なにもされていない

ということなんで、その辺は慎重に判断も結構ですけれども、町長が公表するといえば、

そんなに手間のかかる問題でもありませんし、そこは、どうされるかは、私は町長の判

断だと思います。それだけは、町の姿勢として、どうされるかまた見させてもらいます

し、議会、すなわち、議長が公表してきた経過、また、公表に至った考え方、それだけ

はちょっと述べさせておいてもらいます。 

  前段長くなりましたけれども、ちょっと私考えておりました質問をさせてもらいます。 

  先ほど、女性消防団員確保事業費、主要事項のページ４です。女性消防団の話が何人

か出ておりましたが、実態的には、予防に特化した消防団で、各支部に割り付けるんで

はなく、本部直轄的なイメージだということだったんで、それはそれで分かりますし、

まず、年齢の話。これ、先ほども出ておりましたけれども、従前は３６歳で暗黙の了解

で定年と、そしてその後本部に行かれるということやったと思いますけれども、今現在、

本部の幹部の年齢の最高齢は何歳ぐらいでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 田村補佐。 

○総務課課長補佐（田村 徹） 今、本部役員さんで一番年齢が高い方は団長でございま

して、５８歳です。ただ、年齢の上限につきましては、３６歳いいますのは、支部の役

員の申合せでございまして、申合せですので、特に条例の規定ございませんで、もう超

えていっておりまして、かつ本部役員さんにつきましても、年齢の上限いうのは定めて

おりません。以上です。 
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○委員長（山内実貴子） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） 本部役員はまあまあ５８歳ぐらいの方がおられるということですけ

れども、女性消防団、多分本部直轄の分団になるか、部になるかは別として、そういう

扱いになると思うんですけれども、そこで、その各支部のほうが、今は３６歳という年

齢制限はないということですが、ある程度それに準じというか、それが少しずつ引き上

がってきているんで、あまり各支部と本団直轄の女性分団、もしくは女性支部との年齢

のバランスが崩れるようなことのないように、各部と同じぐらいの年齢でやってもらう

ということは必要なんかなと思いますがいかがでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 奥谷理事。 

○総務担当理事（奥谷 明） そういう点を私どもも十分考えていかなければならないと

考えてございます。ただ、先ほど来から、皆様方のご発言にもありましたように、例え

ば一つのお声がけする団体として、禅定寺婦人防火クラブもありかと思います。私ども

もそういうところにも直接お願いをしていきたいなと考えておるんですが、そのクラブ

員さんの平均年齢がもう現に５０代後半に近く、平均的になっておるという中で、私ど

ももお願いしていきたい反面、そういう次世代へつなぐ、婦人防火クラブさんの次へつ

ないでいくことがなかなか難しいというご事情も十分承知しておりますので、そういう

中で、例えば谷口委員おっしゃいましたような、男性のほうの団の支部との連携という

のも必ず出てくるかと思いますので、そういうところも連携できるような世代の方々が

なっていただければありがたいと思っておりますが、幅広く募集する中で、そういう支

部との連携も考えながら募集、勧誘していければと考えておりますので、ご理解いただ

ければありがたいです。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） 次に、私、今、禅定寺の婦人防火クラブのことを言おうと思ってい

たんですけれども、今、理事のほうから答えてもらったんで、要は、そういう経過のあ

る団体等に働きかける場合は、それは当然年齢が高くなっていく、これは当たり前のこ

とだと思いますんで、その辺はそれでいいんですが、一般的な団員を募集するときには、

やっぱり各支部とのバランス、年齢の、その辺りも十分に考慮してもらいたいというふ

うに思います。 

  また、予防に特化ということで話ししているんですが、宇治のあさぎり分団、女性消

防団、これのケース、話をさせてもらいますと、やはり予防活動で、いろいろ広報とか

やってもらっていましたけれども、やっていく中で、ポンプ操法もやっぱりやりたいと



５７ 

いうような、そういう意見も出て、女性消防団の専用的な軽火班のポンプ操法、こんな

のもありますんで、やはりそこらはやっていく中で、無理のない範囲で警防活動につい

ても考えてもらいたいというふうに思います。これは意見として申し上げておきます。 

  次に、予算書の６７ページ、消防費で確認をしたいんですが、この間、コロナの影響

等で、救急搬送困難事案、要は３０分以上照会に時間がかかり、なおかつ病院の照会に

４回以上かかったようなケース、本町においてありましたでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 青山課長。 

○総務課長（青山公紀） その間、そういった事案はなかったところでございます。 

○委員長（山内実貴子） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） それはなかったということで、それはそれでよかったんですけれど

も、以前にも申し上げましたように、救急車が現着してから、病院とのやりとりで、す

ぐに救急車が動かないということで、現場に５分、１０分滞在することあるんですが、

これについて、前も言いましたように、奥山田、湯屋谷方面で救急車呼んだときに、滋

賀県向いては搬送することはまずないんで、宇治市、京田辺市、城陽市、こちら方面な

らすぐに出発をして、それで、郷之口まで１０分かかれば、その間１０分時間が助かる

わけですよね。今の時代、携帯もあれば、無線でのやりとり、これ小隊長が、横に乗っ

ている人間がやればええ話で、それを以前申し上げたんですけれども、その後、そこら

は改善されましたでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 奥谷理事。 

○総務担当理事（奥谷 明） 以前もそのようなご意見をいただきまして、京田辺市のほ

うとも調整をしてまいりましたが、その後また、今のようなご意見、また複数いただく

ようなことがありまして、変わってないんやないかというようなご意見もいただいてお

りまして、再度私ども消防本部のほうと調整いたしまして、現在では、度重なるそうい

う私どもの要望も踏まえまして、まずその搬送上問題がないということで、その現地で

判断されれば、その搬送先がその時点では確定していなくても走るというお話もいただ

きましたので、今後はそのようなことは、まず移動に問題がない限り、すぐ出発してい

ただけるものかなというふうに考えてございます。 

○委員長（山内実貴子） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） 確かに電波状況が悪く、携帯でのやりとりで電波が途切れることも

あることも考えられますけれども、やはり一分一秒争う救急事案で、少しでも早く病院

に搬送されるように、その辺はよろしくお願いしたいと思います。 



５８ 

  次に、これも消防に関連してなんですが、ドクターヘリの運行について、いろいろと

確認をしたいと思います。京都府でのドクターヘリの運行状況は、関西広域連合を事業

主体に、北部で１機、それで、南部には２機の３機体制で運行されています。北部の

１機は平成２２年の４月に兵庫県の豊岡病院を基地病院に運行しています。こちらのほ

うは、平成２４年の１０月に大阪大学病院、これが基地病院の大阪府のドクターヘリが

南部地域をカバーしていますが、宇治田原町は３機目の平成２７年４月に運行が開始さ

れた滋賀県栗東市にある済生会滋賀県病院、ここの基地病院のドクターヘリが宇治田原

町にやってくるということなんですけれども、令和２年度の府内の出動状況を見れば、

３４１件、３機合わせて。それで、豊岡病院が圧倒的に多くて２９１件、大阪大学病院

は３４件、こちらをカバーしている京滋のドクターヘリで１６件という数字があります

けれども、本町のこの間の平成２７年から令和３年までのドクターヘリの要請件数、分

かりますか。 

○委員長（山内実貴子） 青山課長。 

○総務課長（青山公紀） 平成２７年以降の本町の実績でございますけれども、平成

２７年度が３件、それと、平成２８年が４件、平成２９年が８件、平成３０年が７件、

令和元年が４件、令和２年が１件、令和３年度ただいま０件という状況でございます。 

○委員長（山内実貴子） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） 平成２９年の８件、これがピークで、ここ近年はちょっと減ってき

ていると。こればっかりは減ってきているからどうやとか、増えたからどうやという問

題ではないと思いますけれども、７年間に２７件、宇治田原でドクターヘリを要請して

いるということなんですけれども、今後、３年後には新名神高速道路の宇治田原インタ

ーチェンジ開通、また山手線や宇治木屋線の犬打峠トンネルなど、本町を取り巻く道路

環境も随分変わっていくということが見込まれます。また、こんな中で、京都府南部地

域の道路環境も大きく変貌していくし、また、道がよくなればなるほど、多重事故等も

想定がされます。特に大規模災害が発生すれば、道路網が寸断されることも考えられ、

救急車での対応には限界があると思われるんです。そんな中で、広域で運行している今

の３機体制、これについても、やはり広域ということは、ほかの府県でも同じ状況が発

生するということで、限界があると思われるんですね。参考までに、奈良県は従前は三

重県、和歌山県と共同で運航されていましたけれども、平成２９年３月から奈良県で単

独運航されたら、出動件数が、その前は年間１０件、それが、単独運航されたら、年間

３９２件と大幅に増加していると、やはりそれは近くにあるということで、使い勝手と
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いう言葉がいいかどうか分かりませんが、地元にあれば、このように、結果として大幅

に増えたということは、これも結果的に多くの命を救っているということになっている

というふうに思われます。 

  今、全国で５５機のドクターヘリが配備をされていると。単独で基地病院のないのは

京都府のみという状況ですね。国は７０機配備に向けて整備を予定されております。こ

の機会に、この京都南部地域の圏域４５万人の命を守るためにも、京都府南部地域にド

クターヘリを配備してほしいということで、近隣の議会、城陽市や八幡市、相楽中部消

防組合、京都府議会でも、この間、要望や質問がありました。本町については、この辺

りはどのように町は考えられますか、お聞きをします。 

○委員長（山内実貴子） 奥谷理事。 

○総務担当理事（奥谷 明） 管内におけますドクターヘリの状況は、ただいま谷口委員

が述べていただいたとおりでございまして、実際にその恩恵を受ける私ども各自治体側

の思いといたしましては、例えば本町でしたら、現在でしたら、主には滋賀県から来て

いただくんですけれども、それが近くにそういう基地局なりそういう病院があれば、そ

の時間の短縮につながり、救命率の向上につながろうかと思いますので、ましてや、先

ほどもお話ありましたように、今後新名神高速道路宇治田原インターチェンジ等が開通

することによって、交通の利便性がよくなるほど、そういう事故等の可能性も上がるこ

とからすると、近くにあるというのは非常に心強いことやと考えてございます。 

  ただ、一つ課題があるとすれば、現在ドクターヘリにつきましては、この近畿管内で

は、関西広域連合でまとめて運航しておられまして、費用的には、国半分、それで、残

りの半分を広域連合の中で、各出動件数割に応じて都道府県が支出しておられるという

ような状況かと思います。したがいまして、市町村の負担というのはないんですけれど

も、そういうところ、今後増えることによって、どういう費用負担になるのかいったと

ころも含めまして、そういうところは一つの課題なのかなとは思うんですが、私どもと

いたしましては、やはり近くにあるということはありがたいことですので、近隣自治体

とも足並みをそろえる中で、京都府さんとそういう協議をする場で、申していければと

いうように考えておるところでございます。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） ちょっと誤解があったらいかんので、改めて申し上げますけれども、

広域での運航、私否定はしていません。もう１機京都府内に、南部地域に基地病院のあ

るドクターヘリを置いたらどうかということ、結果的には、京都府のほうが、それを一
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定面倒を見る、経費的にはなることになりますし、まず、その運航経費で、今、理事が

言われたように、２分の１は国費、２分の１が京都府、その２分の１のうち８割交付税

参入されるというふうに聞いていますんで、そんなに単費がどんどん出るということで

はないというふうに聞いていますし、ここらについては、しっかりと京都府に要望して

もらって、くどいようやけれども、南部地域に基地病院、すなわちドクターヘリを配備

するように要望してもらいたいというのが、私の質問の趣旨なんですが、この辺りは町

長いかがでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 西谷町長。 

○町長（西谷信夫） 大変、これから新名神高速道路宇治田原インターチェンジが開通す

る中で、いろいろとどういうふうな事故が起きるのかということもやっぱり心配する中

で、本町においても、先ほどご報告あったとおりのドクターヘリの要請でもございます

し、事故があった場合の命を救うというのは、一分一秒を争うという部分もございます。

そういった中で、本町から京都府にも要望する機会もございますし、また、そういう町

村会の中でも、そういうふうなものを、やっぱり災害、またそういった大きな事故等発

生する、そういった中のやっぱり命を守るという意味で、私からもご意見を申し上げて

まいりたいというふうに思います。以上でございます。 

○委員長（山内実貴子） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） ぜひ実現できるように、本町からもしっかり要望上げていただきた

い。よろしくお願いをいたします。 

  次に、主要事項のページ７です。ふるさと納税、これに関連してなんですが、まず、

今ウクライナで大変なことが起こっていると。ついては、町と議会で抗議の声明も出さ

せてもらいました。そのような中で、ウクライナへの支援の募金等、今、町の窓口等で

は、募金できる状況になっていますでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 青山課長。 

○総務課長（青山公紀） ただいま、おっしゃっていただきました町長と議長との連名と

いうことで、抗議声明を発出もしていただいて、大変重要な案件やと思っておるんです

けれども、また、それで、軍事行為とかは、いかなる理由があっても許されないという

ところ、報道等によりますと、一般市民も、また子どもたちも犠牲になっているという

ところでございますけれども、そういった高まりを受けて、ただいま設置はしていない

んですけれども、していきたいというところで考えておるところでございます。 

  ただし、日本赤十字社において、こういう募金活動、救援の活動をされているという
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ことで、ホームページには上げさせていただいておるような状況でございます。 

○委員長（山内実貴子） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） 日本赤十字社を通してでも、形は別として、しっかりと住民の皆さ

んの思いをくみ上げるためにも、まず募金の窓口を町の関係施設等に置いていただきた

いということはお願いをしておきます。 

  次に、ふるさと納税で、例えばウクライナの人たちを宇治田原町に受け入れる、難民

としてということにすれば、ふるさと納税の対象になるかどうか、その辺はどうでしょ

うか。 

○委員長（山内実貴子） 村山課長。 

○企画財政課長（村山和弘） まず、今すぐにちょっと判断できる、お答えできるという

わけにはいきませんが、基本的にふるさと納税は、地方創生の取組として制度化された

ものでございまして、東京一極集中から地方へという人の流れとお金の流れというふう

な仕組みとなっておりますので、そしてまた、本町のふるさと納税につきましては、基

本的には、次代を担う子どもたちを育む施策の推進に充てるというふうに条例では定め

ております。 

  ただ、その次に、第２号には、寄附者が指定した施策の推進に充てるということも可

能となっておりますので、全く子育て世代にだけということにはなっていないというと

ころもございますので、絶対不可能かといいますと、いけるかもしれませんし、ただ、

ふるさと納税を管轄する総務省ですね、国のほうの見解、そしてまた、京都府とも相談

する必要があるのではないかというふうにも考えなければならないかなというふうに思

います。 

  ただ、今おっしゃっていただいたように、ウクライナ避難者の支援という形ですれば、

絶対不可能であるというふうにはなかなか言い切れない部分もございますので、その辺

はちょっと今後、先ほど申しましたように、それぞれ機関と調整のほうもしていかなけ

ればならないというふうに考えているところです。 

○委員長（山内実貴子） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） 今、課長のほうから、避難者支援ということの切り口ならば、でき

んこともないのかなというふうなニュアンスの答弁でしたが、今後、我が国もウクライ

ナの避難者をどんどん受け入れていくことになるのかなと思われます。そんな中で、ま

ずやっぱり本町も早々に手を挙げる。その辺については、先ほど言った、ふるさと納税

をそれに活用する。２億の枠とは別に、それで取り組んでいくということも可能かなと
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思われますんで、提案をさせてもらいました。 

  特に、先日の新聞で、宇治田原町の外国人の比率、府下一番高いということで記事で

出ておりました。多文化共生ですね。これを受け入れていくことは非常に意味もありま

すんで、そういう状況の町でありますんで、なおさら、もし、ふるさと納税等で財源が

活用できるのであれば、ウクライナの避難者も町として受け入れていけばいいと思われ

ますし、それについては、空き家等の活用、これも場合によったら使えんことはないと

思うんですよ。そんなことも含めて、ちょっと一度、この辺についても、まずできるで

きないからのことになりますけれども、考えていただきたいと思いますが、改めていか

がでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 西谷町長。 

○町長（西谷信夫） 世界平和を目的に、世界中がウクライナに対して支援をしている中

で、やっぱり我が国においても、そういう避難者を受け入れるということは国の政府の

方針でも決めておられます。そういった中で、本町においても、外交的な部分とか、外

務省との調整とか、いろんなことが出てくるかもしれませんけれども、そういうことを

十分研究をさせていただいた中で、そういうことにも取り組めたらというふうに思って

おりますし、町内の企業さんの中には、ウクライナからの避難者がもし来られることが

あれば、協力できることは協力しますよとお声をかけていただいている企業さんもござ

いますので、その辺も踏まえて今後は考えていきたいと思います。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） 今町長のほうからも、町内の企業さんからというお話もありました

んで、できるだけ何とかなるように取り組んでいただきたい。ロシアのやり方は、私は

もうけしからんと思っていますので、その辺よろしくお願いをいたします。 

  それと、最後に、企業版ふるさと納税、これも先ほどやりとりがあったんですけれど

も、町長のトップセールスでいろいろと取り組んでいくことが必要やということを言わ

れておりましたが、これちょっと切り口を変えて、今、宇治田原町に関わりのあるそう

いう企業さんとは別に、今後宇治田原町に展開してくる企業さん、例えば新名神効果等

で、今いろんなところで開発の話が出ておりますけれども、その開発のデベロッパー辺

りにも声をかけていただく、そのことも必要かなと思われます。これ単に山手線の開通

だけを目指したふるさと納税企業版ということで、私提案したわけではありませんので、

将来的なことも考えて提案しているんで、今後、先ほど言いましたように、出てくる業

者等についても、積極的に展開をしていただきたいなというふうに思っております。 
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  その辺は意見として申し上げておきますし、町長の報酬の削減条例が出されておりま

すけれども、これも、今、これとは別に管理職手当、去年から１０％カットされて、管

理職の職員さん、非常に厳しい状況に置かれておりますが、これが、今の財政が厳しい

状況が続くならば、将来、一般の職員さんへの給与カット等にもつながっていく可能性

はありますが、その辺り今の状況はどうなんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 山下副町長。 

○副町長（山下康之） ただいまのご質問でございますけれども、今現在、今回もまた町

長、副町長、教育長と、また併せて管理職手当のほうも１０％のカットということでお

願いをして、今計上させていただいているところでございますけれども、今後の状況と

いうことでございますけれども、やはりこれからもますます厳しい状況が続く、そうい

ったことも鑑みますと、やはりまた職員の皆さんにもお願いをしていかざるを得ないと

いうようなところもあるわけでございますけれども、そういった中においても、本町の

職員組合の皆さんともしっかり、給与等に関するいろいろな情報交換、また、意見交換

の場を設けながら、状況を見ながら、今後またいろんな形で相談をしていきたいという

ふうに思っております。以上でございます。 

○委員長（山内実貴子） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） 私決して、職員さんの給料下げよと言うてるわけじゃないんですよ。

何も組合と協議をしてくれと言うたつもりはありません。言いたかったのは、企業版ふ

るさと納税、これは基金に積立てしますんで、ここだけを見れば、特定財源になります

が、ここに積むことによって、財調とかの一般財源として使える基金が残ってくること

になるわけですよね。だから、職員さんの給与のカットにまで至らんための起死回生の

特効薬にならへんかなというつもりで申し上げたんで、ちょっとそこは誤解のないよう

にしていただきたい。だから、今の企業だけではなく、今後進出してくる企業にも、先

ほどデベロッパーの話しましたが、かつてあった開発協力金、これの代わりというとち

ょっと誤解招きますけれども、それとは別に、協力していただくということになればい

いのかなと思いまして質問したんですが、改めて今の件どうでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 山下副町長。 

○副町長（山下康之） 確かに、以前は開発協力金というのもございましたので、それを

いろんな活用してきたという経過がございますけれども、今おっしゃったように、確か

に本音で申し上げますと、やはりそういった企業版のふるさと納税、また、これからの

来られる方にもいろんな形でお願いをしていく上で、しっかりとした財源を確保してい
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く。それによって職員の皆さんにも影響なしに仕事に専念していただく。これは基本的

な考えだというようにも思いますので、今後またそういったところで、いろいろな形で

積極的にお願いをしながら進めていきたいなというふうに思っております。以上でござ

います。 

○委員長（山内実貴子） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） そしたら、よろしくお願いをします。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 浅田委員。 

○委員（浅田晃弘） たくさん質問されましたんで、一つだけ、一点だけお聞かせいただ

きます。 

  予算書の３７ページに計上されています災害時避難所物資整備事業費なんですけれど

も、毎年７０万円そこそこの金額計上されているわけなんですけれども、これは、例年

どおり期限を迎える物資の入替えというんですか、そういうような観点でよかったでし

ょうか。 

○委員長（山内実貴子） 田村補佐。 

○総務課課長補佐（田村 徹） ただいまの件ですけれども、ご指摘のとおり、毎年計画

的に更新しております避難所への食糧なり飲料水の更新費用でございます。 

○委員長（山内実貴子） 浅田委員。 

○委員（浅田晃弘） 先ほどというか、冒頭に町長のご挨拶の中で、地震について心配さ

れておられましたけれども、いつ何時なるか分かりません。昨日の１，０００万円以上

の契約の件の中にもありましたけれども、中央公園の防災倉庫、これが新築されるとい

うことなんですが、そこにはそういうものは置かないんでしょうか。違うものを置かれ

るんですか。従来のものだけ用の交換やったらあれなんで、せっかく３月末で出来上が

るんですから、使えるものは使こうていったらいいのかなとか思っているんですが、そ

の辺りはいかがでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 田村補佐。 

○総務課課長補佐（田村 徹） 防災公園、そちらのほうに倉庫なり、公園の整備を進め

ておりますが、倉庫が完了して、また、防災公園が供用開始されましたら、有事の際に

は避難所的な機能も併せ持つことから、そちらの防災倉庫につきましても、今後数量も

そうなんですけれども、どういったものを配備していくかいう点も十分検討した上で、

今後計画的に整備のほうを行っていきたいと考えているところでございます。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 浅田委員。 
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○委員（浅田晃弘） いつ何時起こるか分からない。南海トラフ地震の件も言うておられ

ましたんで、やはり早い時期に、どういうものを置くのか、そういう姿勢を見せていた

だいて、整備を進めていっていただけたらいいかなと思いますし、庁舎も防災拠点とい

うような位置づけでもございますんで、そういうところをしっかり把握していただいて

進めていっていただきたいと思っております。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 宇佐美委員、どうぞ。 

○委員（宇佐美まり） 私も各委員の方の質疑と重なるところもございましたので、１点

だけと思います。 

  主要事項調書の４ページの女性消防団員確保事業費についてというところで質疑をし

たかったんですが、その内容も重なるところもございましたので、意見として述べさせ

ていただきたいと思います。 

  実際に女性消防団員に期待できる活動を考えた場合には、やはり地域で開催される消

化防災訓練とか、救急車が到着するまでの応急手当ての仕方であるとか、ＡＥＤの使い

方を指導する救命講習会とか、あと、各家庭を訪問して、防火指導などの啓発活動を始

めとして、地域の保育所などとかで防災教育と、高齢者のお宅を訪問したりですとか、

災害時の救護が必要な方を把握するような役割など、女性ならではの、やはりソフトな

アプローチで対応できると思っています。 

  いずれにいたしましても、私自身もこの事業に対しまして、大いに志向するものであ

りまして、先ほど防災士とセットではどうかということもありましたけれども、私は現

在防災士でありまして、ぜひ、女性消防団に入団いたしまして、人員確保に努めるとと

もに、地域防災に貢献したいと考えております。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 山本委員。 

○委員（山本 精） 僕のほうからはいろいろあったんですけれども、まず、主要事項調

書の３ページ、高機能消防指令システム部分更新事業費なんですが、先ほど説明があっ

たんですけれども、内容の①の部分については大体理解はできるんですが、②③につい

てお聞きしたいんですけれども、消防のデジタル無線の不感エリアへの対策としてのＩ

Ｐ無線の導入というふうに書かれているんですけれども、もう少し具体的に教えていた

だけないでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 田村補佐。 

○総務課課長補佐（田村 徹） 消防救急デジタル無線、その不感エリアの対策といった

ところで、本町もそうなんですけれども、道路の開発とかによって、土地の形状が変わ
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ることによりまして、従前なら無線が届いていたところが入らないといったような事象

が出ておるようでして、それは、京田辺市消防本部全体管内の話としてなんですけれど

も、そういったことで、消防本部全体として、今までの消防救急無線だけじゃなく、携

帯電話網を活用した無線になるんですけれども、ＩＰ無線といったものを、この高機能

消防指令システムの部分更新事業、来年度計画しておる事業の中で、併せて整備を図っ

ていかれるものでございます。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 山本委員。 

○委員（山本 精） それは、消防本部と、そこに出動している消防隊の人たちとのデー

タ通信というふうに考えていいのでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 田村補佐。 

○総務課課長補佐（田村 徹） 当然、消防本部と、あと現場に出ている隊が連絡なりす

るのに用いられるものでございます。 

○委員長（山内実貴子） 山本委員。 

○委員（山本 精） 要するに携帯の無線網、デジタル網を使うということですね。別に

アンテナを立てるとか、そんなことではないということですね。 

○委員長（山内実貴子） 田村補佐。 

○総務課課長補佐（田村 徹） 聞いておりますのは、携帯電話網、そちらを活用されま

すので、新たに基地局とかいうのを設けるものではないと聞いております。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 山本委員。 

○委員（山本 精） 宇治田原町では、今のところはないと、そういうところがあるかど

うか。 

○委員長（山内実貴子） 田村補佐。 

○総務課課長補佐（田村 徹） 具体的に、今うちのほうで、どこか以前は聞こえていて、

聞こえなくなったといったものがどこやというのは聞いてはおりませんけれども、一つ

に、アナログの無線からデジタルに変わられたことで、デジタルの電波の特性といいま

すか、非常に直線は飛ぶように聞いておるんですけれども、間に遮蔽物があったらもう

聞こえないといったこともございますし、当然宇治田原町の隊も、町内だけの活動では

なしに、隣の町や、また京田辺市さんのほうにも出動することもございます。そういっ

たこともありまして、消防本部全体として、今までの消防救急の無線だけじゃなしに、

そこを補完というわけじゃないですけれども、無線の二重化というわけじゃないんです。

その表現が確かかどうか分かりませんけれども、無線と別のＩＰ無線を用いた無線機を
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来年度から導入しようという計画を持たれておるものでございます。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 山本委員。 

○委員（山本 精） 分かりました、その辺は。 

  次に、③なんですけれども、１１９番受信の電話回線のＩＰ化、サービスの停止が予

定されているＦＯＭＡ回線の対応というふうに書かれているんですけれども、これは具

体的にはどんなことなんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 田村補佐。 

○総務課課長補佐（田村 徹） 電話の線がＩＰ網に替わるというのは、もう既に言われ

ておることでございまして、２０２４年の１月からといったふうに聞いておるんですけ

れども、今の高機能消防指令システムですね、電話をかけたら、それがどこから連絡入

っているのか、通常でも示されることになっておるんですけれども、そちらの線がＩＰ

網に変わることによって、システムの改修等も必要となりますので、そのＩＰ化の対応

を行うというのがまず一つです。それと、ＦＯＭＡ回線なんですけれども、現在消防ポ

ンプ車、救急車、市広報車とあるんですけれども、それが出動したら、それを管理して

いるシステムになっておりまして、言うたら車が出ました、どこにありますというのが

分かるような形になっているんですけれども、そちらはＦＯＭＡ回線を使っておられま

す。そのＦＯＭＡ回線につきましても、もう近々使えなくなるといったことが新聞でも

報道されておるんですけれども、近々そういったネットワークが、新しいものに変えて

いかなあかんというのがございますので、それを来年度部分更新事業に合わせて対応し

ていこうと計画されているものでございます。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 山本委員。 

○委員（山本 精） 何か分かるようで分からないんですが、それはいいとして、電話回

線が、今のメタルのやつがＩＰ網に替わっていくということで、電話局の交換機とかも

そういうふうなＩＰ機器というかそんな形になるということなんで、その辺は分かる話

なんですが。そういう点は、今の時期にこういうふうにやるというのは、確かにいいか

なと思います。 

  次に予算額の３，７５４万９，０００円というふうになっているんですけれども、こ

れは、京田辺市消防本部の対象エリアの京田辺市、宇治田原町、井手町、この３つの市

町で負担するということやと思うんですけれども、これどういう負担割合というんです

か、その辺はどうなっているのか、教えてもらえますか。 

○委員長（山内実貴子） 青山課長。 
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○総務課長（青山公紀） ただいまのご質問ですけれども、この高機能消防指令システム

なんですけれども、この更新につきましては、全体で約２億という費用がかかっており

ます。そのうち、８割方が共通的な経費というところで、これにつきましては、従前か

ら、人口割と、出動件数割と、均等割ということで、人口割で５割分を按分する。出動

件数で４割分を按分する。均等割が１割という比率でそれぞれ算出した金額で割り振ら

れて、この金額というところでなっております。以上でございます。 

○委員長（山内実貴子） 山本委員。 

○委員（山本 精） 今、総額２億円と言われましたんで、計算すれば何％ぐらいかとい

うのは分かるかと思うんですけれども、何％ぐらいになるんでしょうか、それは。 

○委員長（山内実貴子） 青山課長。 

○総務課長（青山公紀） ２億で人口割５割ということで、５割分１億円を各市町で割り

振るというと、その後、５割の残りの半分の５割のうちの出動件数の分を４割……。 

○委員長（山内実貴子） 宇治田原のパーセント。青山課長。 

○総務課長（青山公紀） 失礼いたしました。 

  すみません、割り返しますと、大体１８．７％になります。 

○委員長（山内実貴子） 山本委員。 

○委員（山本 精） 了解しました。必要やと思います。その件については、これで質問

を終わります。 

  それから、先ほどから出ている主要事項調書８ページのコンビニ交付導入事業費のほ

うなんですけれども、一応マイナンバーカードを利用してやるということなんですけれ

ども、当然利便性向上とか、交付事業の効率化というふうに書かれているんですけれど

も、先ほどにもちょっと出ていたと思うんですけれども、利用の仕方の説明はされると

は思うんですけれども、例えば、カードを置き忘れとか抜き忘れとか、そういうような

事例というのは、今まであったんでしょうか。その辺のことはどうでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 廣島課長。 

○税住民課長（廣島照美） 他市町村でのコンビニ交付の取扱いの中で、カード等取り忘

れがあったかどうかについて、ちょっと把握しているわけではないんですけれども、対

応としまして、コンビニ店舗の端末から証明書が発行される際には、その機器のほうで、

カード証明書の取り忘れ防止音声のほうが流れるようになっておりまして、それでも取

り忘れる方がおられるかもしれませんが、そういう対策は十分取られているところでは

ありますので、ご理解賜りますようにお願いいたします。 
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○委員長（山内実貴子） 山本委員。 

○委員（山本 精） それと同時に、マイナンバーカードということで、個人情報の漏洩

というのが、やっぱりリスクが全くないとは言えませんと思うんですけれども、その辺

のことの話とか、そんなのはなかったですか。 

○委員長（山内実貴子） 廣島課長。 

○税住民課長（廣島照美） マイナンバーカード落としたりして、悪用のおそれがないか

とか、そういったことかと思うんですけれども、まず、マイナンバーカードの券面には

顔写真のほうが入っておりまして、対面で使用する場合には悪用することは困難という

のは、もちろんありますし、あと、例えば不正に券面を使って利用するとしたら、読み

だそうとするとＩＣチップが壊れる等の安全対策が取られております。 

  また、カード紛失した場合には、Ｊ－ＬＩＳのほうが運用するコールセンターのほう

が２４時間体制で一時利用の停止の受付もしておりますし、役場への問合せの際には、

警察への遺失物届と同時に、コールセンターへお申出いただくように案内しているとこ

ろでございます。 

○委員長（山内実貴子） 山本委員。 

○委員（山本 精） 分かりました。その辺はきちっとまた広報とかも含めてやっていた

だきたいなというふうに思います。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 上野委員。 

○委員（上野雅央） まず、主要事項調書の４ページ、女性消防団員確保の事業について、

少しだけ質問させていただきます。 

  女性による細やかな配慮ができるということで、これから、広く募集なり広報なりさ

れていかれる中、新規事業で、まずこの１年の中ではなかなか女性の団員が増えるとい

う見込みも少ない中ですが、この事業はいい事業だと思うし、その点、次年度、まだこ

れからのことなんやけれども、続けていかれる考えとかはあるんでしょうか。この事業

費について、すみません。 

○委員長（山内実貴子） 田村補佐。 

○総務課課長補佐（田村 徹） 来年度から女性消防団員さんを募集していくといったこ

とで、今回新規事業として上げまして、ただいま提案させていただいた通りでございま

す。 

  女性消防団員さんにつきましては、今後とも継続して募集のほうはかけていきますし、

また、そちらについて、じゃ、次が事業としてどうするんかといったご質問やと思うん
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ですけれども、それにつきましては、また、再来年度の予算編成のときには検討させて

いただきまして、継続事業としてするのか、ほかの事業と合わせた形で事業化していく

のかいうのは検討させていただきますけれども、言えることは、来年度から募集してい

った女性消防団員につきましては、今後ずっと継続して募集をかけていって維持してい

きたいと考えているところでございます。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 上野委員。 

○委員（上野雅央） これからよろしくお願いいたします。 

  それと、女性の方を消防団員にということなんですけれども、女性の視点からいろい

ろ防災対策、災害対策とか、いろんな視点で反映させていかれることなんでしょうけれ

ども、自治体には防災計画の策定や推進のための地方防災会議いうのが、町にも設定さ

れていると思うんです。その中で、本町には女性の防災会議の委員さんが見えないと、

ちょっとお聞きしているんですけれども、それも含めた中で、女性消防団員さん、女性

の方に入っていただけるような考えはあるんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 田村補佐。 

○総務課課長補佐（田村 徹） 本町でも防災会議はございます。それで、ただいまご指

摘のあった女性の委員の登用についてですけれども、女性等の観点から、女性の消防団

員さんなり、女性防災士とか、そういった方たちにも委員に入っていただくことも視野

に入れながら、今後検討してまいりたいと考えておりますので、ご理解賜りますようよ

ろしくお願いします。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 上野委員。 

○委員（上野雅央） よろしくお願いいたします。 

  あと一点、主要事項調書の８ページ、コンビニ交付の導入について、ちょっとお聞き

したいんですけれども、いろいろコンビニの使い方なり、いろんな各委員さんから質問

ありました中で、これをもうちょっと普及させていくにはマイナンバーカードの普及が

一番大事だと思うんです、町内で。その点で、今の宇治田原町内のマイナンバーカード

の普及率というのは、今、何％ぐらいあるんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 廣島課長。 

○税住民課長（廣島照美） 今現在、本町でのマイナンバーカードの交付率につきまして

は、令和４年２月末現在で３８．６３％となっております。 

○委員長（山内実貴子） 上野委員。 

○委員（上野雅央） ３８．６３％ということで、これからのもっと普及率を上げていっ
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ていただくには、何かの施策というのがあるんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 廣島課長。 

○税住民課長（廣島照美） マイナンバーカードにつきましては、行政のデジタル化推進

に必要不可欠な基盤であるというふうに考えております。住民の皆さんにマイナンバー

カードの制度メリットを十分に享受いただけるように、申請機会の拡充のほうを図って

まいりたいというふうに考えております。先日まで、確定申告の受付のほうさせていた

だいていたんですけれども、その際にも、マイナンバーカードをお持ちでない方への申

請案内をさせていただいたり、また従来よりカード申請サポート事業としまして、顔写

真の無料撮影を定期的に行ってまいりましたが、来年度につきましては、顔写真撮影と

同時に、Ｊ－ＬＩＳのほうへのオンライン申請ができるように専用のタブレット端末を

１台配備したいというふうに考えております。そのことによりまして、随時受付のほう

を行うほかに、町内の施設であったり、諸行事での出張受付のほうも検討しまして、コ

ンビニ交付の利用促進につなげてまいりたいというふうに考えております。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 上野委員。 

○委員（上野雅央） 人にやさしいデジタル化を進める中の対応を進めていただいて、住

民にはたくさんマイナンバーカードを持っていただけるように、これからもよろしくお

願いいたします。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 原田委員。 

○委員（原田周一） 流々質問いろいろありましたが、１点だけちょっと先ほどからのや

りとりをお聞きしていまして、ちょっと気になったことがあったんで、お聞きしたいと

思うんですが、主要事項調書の４ページの、先ほどから出ています女性消防団員の確保

という事業なんですが、先ほど募集のことを含めて、内容云々については、ずっと説明

あったところなんですけれども、現状これ見ますと、現在禅定寺地区で婦人消防クラブ

ということで、発足、ずっと過去からされているんですが、以前、緑苑坂のほうで、緑

苑坂の消防団が岩山から独立したときに、緑苑坂でも婦人消防団をつくろうというよう

な話が持ち上がったことがあったんですね。それは、ここに書かれているように、特に

昼間誰もおらないというようなことが発端だったんですが、そのときに、いろいろあと

調べましたら、過去各地域に婦人会の活動いうんですか、婦人会いう組織がずっとどこ

の自治体でもあったと。禅定寺地区の場合が、それがベースとなって、そのままこうな

った。ほかのところにも２番手、３番手と消防団をつくるということに、なかなか結果、

その婦人会そのものがもうなくなってしまって、第２、第３の婦人消防団いうのが現れ
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ない、難しいというような経緯があったいうことを当時お聞きして、緑苑坂のほうでも、

一時機運はあったんですけれども、実際に確保ができなかったという経緯があります。 

  そういったことを私、頭に浮かべながらやりとりをお聞きしていまして、先ほどの説

明で、募集がホームページなんかの呼びかけとかいうような説明があったんですけれど

も、実際にここに書かれていますように、検討会を設置してやっていくいうことなんで

すけれども、この選ばれたメンバー、検討会のメンバー、こういった方にその辺りのも

のすごくプレッシャーいうんですか、負担みたいのがかかるんじゃないかというような

感じが、ちょっとイメージとしてものすごくあったんですけれども、その辺りはどうい

う方を検討会のメンバーにして、どういう具合に今後募集していくのか、そういったこ

とをちょっとお聞きしたいと思います。 

○委員長（山内実貴子） 田村補佐。 

○総務課課長補佐（田村 徹） ただいまのご質問ですけれども、こちら、主要事項調書

の４ページに書いております宇治田原町女性消防団員確保のための検討会、こちらにつ

きましては、令和３年度、今年度に、令和４年度から女性消防団員をどういった形で宇

治田原町としてやっていこうかといったことを検討していただくに当たって設けたもの

でございまして、今回こういう形で予算にも上げさせていただいておりますし、また、

消防団との協議もなっておりますので、こちらの検討会につきましては、令和３年度を

もって一旦は終了すると。 

  それと、広報、今後募集に当たっての広報活動につきましては、当然町といたしまし

ては、媒体として、町のホームページ、広報紙はもちろんなんですけれども、消防団本

部、そことも連携する中で、先ほど来答弁をしておりますけれども、禅定寺の婦人防火

クラブとの協議も行っていくことは当然必要でございますし、また、働きかけ等も消防

団と連携する中で行っていきたいと考えているところでございます。以上です。 

（「メンバーのほうは」と呼ぶ者あり） 

○総務課課長補佐（田村 徹） すみません。それと、申し訳ないです。検討会のメンバ

ーですけれども、禅定寺の婦人防火クラブからと消防団の本部役員さんから、各々２名

ずつ推薦していただきまして、委員になっていただきまして、会議でいろんな検討して

いただいたり、また近隣の先進的な取組をやっていただいております宇治市のあさぎり

分団への視察なり、あと、近隣のその他の女性消防団の実態調査等々も行っていただい

たところでございます。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 原田委員。 
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○委員（原田周一） 今、禅定寺の婦人防火クラブ、消防団本部、それから宇治市のあさ

ぎり分団ですが、大変ホームページとかいろんなことで広報して集めるということなん

ですけれども、よっぽど腹をくくって募集してもらわないと、なかなか発足いう、団員

がなかなか集まりにくいんじゃないかとは思うんです。ですので、その辺りは、具体的

に婦人会、先ほど言いましたような、横のつながりがない中で、募集、発足をこれから

やっていこうとしているわけですんで、その辺りのよっぽど腹をくくったような方策を

考えてもらわないと、掛け声倒れに終わるんじゃないかというようなことになりかねな

いので、もっと各自治会の、例えば区長会とか、要は組織をもっとフル活用して、全町

挙げてやらないと、なかなか難しいんじゃないかと思うんですけれども、その辺りどう

なんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 奥谷理事。 

○総務担当理事（奥谷 明） 確かにそのとおりかと考えております。私どもも、ただ、

ホームページとかチラシ等で応募すれば、簡単に集まるとは考えてございません。いろ

んなところに出向いて直接お話もさせていただきたいと考えておりますので、恐れ入り

ますが、例えば議員の皆様方、また、住民の皆様方等で、そういう地域地域の、例えば

女性の集まられるような場がありましたら、おつなぎいただければ、私ども積極的に出

向いてお話もさせていただきたいと思いますので、役所はもちろん頑張りたいと思いま

すけれども、皆様方のご支援もいただければ非常にありがたいと思いますので、よろし

くお願いを申し上げます。 

○委員長（山内実貴子） 原田委員。 

○委員（原田周一） 最後に１点、年齢のことなんですけれども、先ほど、１８歳以上で

ということで、禅定寺のほうでも婦人防火クラブはかなり高齢化しているという。実際

にどこの地区でも若いお母さんというのは子育ていうこともありますし、それからやは

り男性と一緒に、今共働きの家庭が多いと。夫婦共、家におらないいうことで、なかな

か年齢的に若い人が集まりにくいいうことがあるんで、その辺りも考慮して、団員募集

いうものに心がけていただきたいというふうに思いますんで、よろしくお願いいたしま

す。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 森山副委員長。 

○副委員長（森山高広） それでは、３点質問がありますんで、総務課です。 

  まず、職員研修について、今年度と比較して変わる……。 

（「何ページか」と呼ぶ者あり） 
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○副委員長（森山高広） 特にばらけているんで……。ちょっと何ページとかというのは。 

○委員長（山内実貴子） ちょっとそこら辺は詳しく言っていただかないと分かりにくい

ので。人件費とかでしたら、３１ページ。 

○副委員長（森山高広） ３１ページの１、人件費関係やと思うんですけれども、予算書

の。今年度の職員研修と比較して変わる点などがあればよろしくお願いいたします。 

○委員長（山内実貴子） 青山課長。 

○総務課長（青山公紀） 新年度につきましては、既にありますコンプライアンス研修な

どを予定しておりまして、実施形態にこだわらんと、職員の持つ能力を引き出すという

こと、高められる効果的な職員研修ということで、そういうものを通した職員教育とい

うんですが、そういうものに努めていきたいと。また、例年ですけれども、京都府の市

町村振興協会などで実施される専門的な研修、そういうことに参加をする中で、能力を

高めていきたいというようなところで、内容を次年度考えております。以上でございま

す。 

○委員長（山内実貴子） 森山副委員長。 

○副委員長（森山高広） 先日の文教厚生委員会のことなんですけれども、このアンケー

ト調査の中で、職員の人が、統計学に関する研修を受けていないので、分析がかなり甘

くて、データを活かしていないという現状がありましたんで、いつもから訴えています

が、統計学の関係の研修とかをされて、施策とかに活かしていただいたほうがいいんで

はないかと思いますが、どうでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 青山課長。 

○総務課長（青山公紀） ただいまおっしゃっていただきました統計学的なところ、そう

いったこともにらみながら、いろんな研修ありますので、できるだけそういったものに

近いというか、より専門的な研修をするということで、ちょっと能力を高めたいという

ことで、ご理解いただきたいと思います。 

○委員長（山内実貴子） 森山副委員長。 

○副委員長（森山高広） よろしくお願いいたします。 

  ２点目、３１ページの１、人件費関係です。管理職手当の引下げについて、一般質問

でも言ったんで、繰り返しみたいになりますが、日本はここ２０年ぐらい人件費カット

や円安で勝負してきましたが、その間に、円の実質実効為替レートはどんどん落ち、年

収は先進国に大きく差をつけられました。外国勢に買い負けたり、物価、社会保障費が

上がる中、もう人件費の削減や現状維持では衰退しかなく、もうどうしようもない将来
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しか待っていません。ほかの先進国と同じように、サービスをカットしてでも管理職手

当の引下げはやめたほうがいいのではないでしょうか。まず、身を切るというその考え

そのものがこれからの時代には合っていないと思いますが、どうでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 青山課長。 

○総務課長（青山公紀） 一般質問のときにもお答えさせていただいたように、議員今ご

指摘のように、全国的に全体で大きく考えると、そういったことも必要なのかも分かり

ませんけれども、やはり本町のいろんな状況を見る中では、今、この管理職手当という

ところで、身を切るということも必要ではないかと考えておりますので、ご理解をお願

いしたいと思います。 

○委員長（山内実貴子） 森山副委員長。 

○副委員長（森山高広） 人件費はすごい大事なことなんで、なるべく先進国と同じよう

にしていただきたいと思います。 

  ３点目ですが、先ほどウクライナの寄附金の話があったんですが、主要事項調書のふ

るさと納税推進事業費の先ほどあった話に関連してなんですけれども、ウクライナ何回

も行っていますが、皆さんが考えておられるほど甘いエリアではない。結構汚職とかす

ごいエリアなんで、送るのであれば、きちんと届くように念入りに確認して送っていた

だきたいと思います。 

○委員長（山内実貴子） 支援をですか。 

○副委員長（森山高広） 支援を念入りにしないと消えるとかありますんで、それだけで

す。以上です。 

○委員長（山内実貴子） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） ないようでございますので、一般会計予算に係る関係所管分の

質疑を終わりたいと思います。 

  あと、議案第１３号、議案第１５号、議案第１６号の質疑があるんですけれども、質

疑はたくさんありそうですか。ありそうでしたら休憩に入りたいと思います。 

  では、休憩に入りたいと思います。 

休  憩   午後 ０時３８分 

再  開   午後 １時４２分 

○委員長（山内実貴子） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

  日程第２、議案第１３号について、質疑のある方は挙手を願います。 
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  馬場委員。 

○委員（馬場 哉） 昼からもよろしくお願いします。 

  今、谷口議長のほうから、線引きが曖昧やという話ありましたけれども、私、ちょっ

とどうか分かりませんけれども、ふるさと納税、議案第１３号の仕組みについて少しお

聞きしたいと思います。 

  まずは、このチラシを見せていただくと、上のほうに写真がいろいろ貼ってあって、

企業版ふるさと納税のイメージするものがこのチラシで表せられていると思うんですが、

今回やろうとしているふるさと納税については、中央再生計画の事業内容とする新名神

高速道路の開通及びインターチェンジの開設等のインパクトを活かした企業誘致を進め

るということで、山手線を中心とする道づくりに使おうという、そういうイメージでい

いかと思っています。それについては、この企業版ふるさと納税についてはいろいろと

ほかの自治体、近隣でいうと京田辺市がいわゆるふるさと納税と同じようにサイトに上

げていろんな事業を募集してはるようなサイトを見ます。自治体も以前から、何年も前

から話が出ているように、クラウドファンディングのように単年度の事業に対して寄附

を募るというやり方で企業版ふるさと納税を考えて、それを実際にふるさと納税等々の

サイトに上げるというふうなことをしてはりますが、今回、宇治田原についてはみちづ

くりに使うという意味だけですけれども、ほかのこの新たな、何と言いますか、まち・

ひと・しごと総合戦略の中で様々な事業を考えていって、その中で企業版ふるさと納税

をお願いするという、そういう仕組みを取るのかどうかを少しお聞きしたいと思います。 

○委員長（山内実貴子） 村山課長。 

○企画財政課長（村山和弘） 企業版ふるさと納税の仕組みですが、今おっしゃっていた

だいたように、まずはまち・ひと創生総合戦略に掲げている事業であって、その中でも

企業版ふるさと納税を寄附金を集めようということであれば、地域再生計画というのを

策定しなければなりません。その地域再生計画につきましては、ここ参考資料の参考の

ところにも書かせていただいておりますが、令和２年３月に提出をさせていただいて内

閣府の認定を受けているところでございます。 

  そういった中でその事業内容の中に、今ここに代表して書かせていただいております

が、宇治田原山手線の整備であったりとか、以前には庁舎の周辺整備であるとかいうふ

うなこともその計画には掲げております。ですので、基本的にはその地域再生計画に掲

げる事業であれば充てることは可能となります。 

  ただ、今回、基金設置条例を制定させていただくに当たりましては、この基金を設置
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する場合は資金計画的なものを、これも内閣府に出さなければならないということにな

っておりますので、そこで今回は宇治田原山手線の道路整備に充てるというところで

１億円の寄附を計上させていただいておりますが、その後その１億円をどのような計画

で使っていくのかというところで、宇治田原山手線に、例えば、令和４年、令和５年、

令和６年度と、徐々に支出していくというふうな計画を出させていただいているという

ところでございます。 

○委員長（山内実貴子） 馬場委員。 

○委員（馬場 哉） 後でまた関連して質問させてもらいますけれども、この企業版ふる

さと納税については、ここへも書いてあるように令和２年３月に内閣府の認定を済ませ

ておられまして、ちょっとほかの内閣府の情報を見ますと、令和２年度については約

２，７００万円ほどのいわゆる寄附が集まったということですけれども、これについて

は令和２年度の決算を見ていると、今、村山課長がおっしゃったように、新庁舎建設基

金の中に繰入れはったということでいいんですか。 

○委員長（山内実貴子） 村山課長。 

○企画財政課長（村山和弘） 令和２年のこの策定した当初の令和２年にも企業版ふるさ

と納税として多くの寄附をいただいております。そちらにつきましては、２，７００万

円余りであったと思いますが、そこについてはもう庁舎に、令和２年度に充当させてい

ただいたというところで、そのときは基金を設置せずにじかにその年度で充てられると

いうことで設置条例の必要はなかったというふうにご理解いただきたいというふうに思

います。 

○委員長（山内実貴子） 馬場委員。 

○委員（馬場 哉） 今の説明で、その２，７００万円については当該年度に新庁舎の建

設があったのでそれに充てさせてもらいますと、一応これでよく分かりました。 

  ちょっと聞かせていただいて、よく分かりましたが、今回基金を設立するということ

で、今後ふるさと納税していただいた、本来ふるさと納税は単年度の事業に充てるもの

であって、単年度に道が１年間でぱっとできるもんじゃないから、しばらくの期間を基

金で積立てながらというイメージを持っているんですけれども、そういうことでよろし

いですか。 

○委員長（山内実貴子） 村山課長。 

○企画財政課長（村山和弘） お見込みのとおりでございます。 

○委員長（山内実貴子） 馬場委員。 
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○委員（馬場 哉） そういう意味で大体この仕組みについては分かりました。それで、

現状は、企業側の企業負担が約１割という有利な部分があるんですが、この企業側の負

担が１割というのは、現状の制度では令和６年度までという理解をしていますけれども、

それはいかがですか。 

○委員長（山内実貴子） 村山課長。 

○企画財政課長（村山和弘） そちらも見込みのとおりでございます。 

○委員長（山内実貴子） 馬場委員。 

○委員（馬場 哉） ということは、来年度は令和４年度なので、この２年間でしっかり

勝負かけてといいますか、やっていかなあかんという意味合いで、山手線を、町長がお

っしゃる自ら汗をかくという部分で、事業費として捻出しないとあかん部分をしっかり

集めようと思えば、この措置は令和６年度以降も延ばせられる可能性があるかもしれま

せんけれども、１割負担という企業有利な部分は現状では令和６年までということです

ので、この２年間しっかりやっていかなあかんなという点があると思います。 

  それと、今回に関して言えば、みちづくりに使うということですけれども、以前から

宇治田原町ではクラウドファンディングをやっていったらどうかなという話もございま

したが、なかなか進んでいなくて、その地域再生計画の中で、また、例えば、このせっ

かく山手線ができるんやったら道の駅なんかもぜひともほしいところなので、そういう

事業ももし余裕があれば事業を立案されて、その辺に対しても企業版ふるさと納税をお

願いするような、そういう仕組みも今後は考えていかれたらどうかなというふうに私は

思います。それについて何かありましたらお答えいただいたらと思いますが。 

○委員長（山内実貴子） 村山課長。 

○企画財政課長（村山和弘） ご提案のとおりだと思っておりますので、地域再生計画、

ここに載せているものであればそのままできるんですが、また基金に積立ててというこ

とになれば、その基金の計画につきまして内閣府にも提出しなければならないというふ

うな縛りもございますので、その辺は調整する中でまた今後も積極的に進めてまいりた

いというふうに考えております。 

○委員長（山内実貴子） 馬場委員。 

○委員（馬場 哉） 先ほども何回も言いましたし、また、午前中からも各委員の質問あ

りましたけれども、措置が令和６年度まで有利な措置が適用されているということで、

ここ２、３年がきっちりやらなあかんと思うので、その点は、当局もそうですけれども、

我々も協力できるところがあればしっかりお手伝いしたいなというふうに思います。以
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上です。 

○委員長（山内実貴子） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） ないようでございますので、議案第１３号の質疑を終わります。 

  次に、日程第３、議案第１５号について、質疑のある方は挙手を願います。森山副委

員長。 

○副委員長（森山高広） 一般質問でも言いましたが、お互い賃金を下げ合うというこの

負の連鎖を断ち切る必要があると思います。 

  そこで、無理をしてでも特別職の報酬を元に戻したほうがよいのではないでしょうか。

あと、ただ戻せと言っているわけではなく、先進国の特別職のようにこの報酬を戻した

分でＩＴの勉強とかにお金を使ったり、台湾とかエストニアとかのＩＴ先進国を視察し

たりして視野を広めたり、日本の置かれている状況を学んだりしたほうが、これからの

本町の役に立つと思いますが、どうでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 山下副町長。 

○副町長（山下康之） ただいまのご質問でございますけれども、今おっしゃったように、

いろんな国々のいろんな情報、または状況、そういったことも情報に入れながら、いろ

んな角度から宇治田原町もそういったいいところをいただく中で取り組んでいく、これ

はもう非常に大事やというふうに思っております。 

  それで今回、町長等の給与の特例に関しましては、やはりこの財政厳しい折において

給料自体を下げていくんじゃなしに、いただいた中から減額するということで、今回、

そういった分を住民の皆さんにもそういった宇治田原町の非常に厳しい財政もしっかり

頭に入れていただく、これも非常に大事だなという、そういう面ではやはり町長が先頭

になってそういった身を削るということも非常に大事かなというふうに思っております。

ただ、世界の国々の情報は今後もしっかりといろんな形で情報収集はしていきたいと、

こういうふうに思っております。以上でございます。 

○副委員長（森山高広） 以上です。 

○委員長（山内実貴子） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） ないようでございますので、議案第１５号の質疑を終わります。 

  次に、日程第４、議案第１６号について質疑のある方は挙手を願います。ございませ

んか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） ないようでございますので、議案第１６号の質疑を終わります。 

  これで、総務課、企画財政課、税住民課、会計課、議会事務局所管分の審査を終わり

ます。 

  ここで職員の入替えのため暫時休憩をいたします。お疲れさまでした。 

休  憩   午後 １時５５分 

再  開   午後 １時５７分 

○委員長（山内実貴子） 休憩前に引き続き会議を再開いたします。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第７号の説明、質疑 

○委員長（山内実貴子） 日程第５、議案第７号、令和４年度宇治田原町一般会計予算を

議題といたします。 

  福祉課、健康対策課、子育て支援課所管分の審査を行います。 

  当局より新規事業、拡充事業等の主要な施策について概要説明を求めます。黒川健康

福祉担当理事。 

○健康福祉担当理事（黒川 剛） それでは、健康福祉担当所管事業のうち、主なものに

つきまして主要事項調書を基にご説明を申し上げます。 

  まず、福祉課一般会計に計上させていただいている事業でございます。９ページでご

ざいます。障がい者自立支援給付等事業費でございます。障がいを有する方々が日常生

活を送るために必要とされる介護給付、通所事業、自立支援や補装具給付等、国の制度

に基づく事業実施に必要な事業費を計上しているものでございます。 

  次に、健康対策課一般会計に計上させていただいている事業についてご説明を申し上

げます。１４ページでございます。高齢者の保健事業と介護予防等の一体的実施事業費

でございます。 

  本事業は、新年度より新規に取り組むものであり、高齢化が急激に進行する中、健康

長寿の延伸により、住み慣れた地域で生き生きとした生活を送っていただけるよう高齢

者の健康づくりに取り組むものであり、保健事業と介護予防事業を一体的に実施してい

くものでございます。 

  高齢者の個別支援や介護予防事業として実施している各種事業の通いの場へ保健師等

の専門職が出向き、フレイル、身体的機能や認知機能の低下のことをフレイルと申しま

すが、フレイル予防に向けた取組を行うものでございます。 
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  続きまして、１６ページ、新型コロナウイルス感染症予防対策事業費でございます。

こちらは２４ページ、子育て支援課所管事業、同じ事業名となりますが、オミクロン株

により本町でも多数の感染者が確認される中、住民の皆様を新型コロナウイルスの脅威

から守るため、１８歳以上の方への３回目接種を健康対策課が主となり、また、満５歳

から１１歳の子どもを対象としたワクチン接種を子育て支援課が主となって実施するた

めに要する事業費でございます。 

  続きまして、１５ページ、うじたわらウォーキング応援事業費でございます。本事業

は継続事業として実施するものでございますが、令和３年度実施したちょいトレ筋活教

室をさらに充実させ、リハビリ専門職を講師に迎え、トレーニングセンターのトレーニ

ングマシンを活用し筋力アップを図るとともに生活習慣病予防やフレイル予防への取組

を行うものでございます。 

  続きまして、子育て支援課所管事業でございます。 

  ２０ページ、育児用品購入助成事業費は、満１歳までの新生児の育児応援を行うもの

で、１人当たり２万円を上限に育児用品購入に対し助成するものでございます。新年度

では４７名分を計上しているところでございます。 

  続きまして、２３ページ、保育所体づくりデ茶レンジャー育成事業費でございます。

昨年に引き続き、安田式遊具を用いた運動遊びやマット運動、器械運動、サッカー教室

など、子どもたちの体力、運動能力の向上と運動を通じて様々なことにチャレンジする

心の育成を目指す取組を行うものでございます。 

  以上、どうぞよろしくご審査賜りますようお願い申し上げます。 

○委員長（山内実貴子） 説明が終わりました。 

  質疑のある方は、ページ数、事業名を明確に指定をし、簡潔にお願いいたします。直

ちに質疑に入ります。質疑のある方は挙手を願います。もう一度手を挙げていただいて

いいですか。こちらからいきます。 

（発言する者あり） 

○委員長（山内実貴子） 分かりました。今西委員、どうぞ。 

○委員（今西利行） では、主要事項調書の１０ページの障がい者地域生活支援事業に関

わってですが、そこの手話奉仕員等養成事業とそこにありますが、ここについて私は質

問します。 

  この養成講座なんですけれども、これ京田辺市で実施されるというふうに聞いている

んですけれども、私、去年も言っているんですけれども、町独自で実施して、職員の中
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で手話のできる方をやはり１名でも２名でも養成すべきじゃないかと思っているんです

けれども、その辺りいかがでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 中村補佐。 

○福祉課課長補佐（中村浩二） 手話職員の養成につきましてでございますが、この事業

に掲げたとおり、京田辺市のほうに応募者を派遣いたしまして養成講座を学んでいただ

いているというのが現状でございます。今ご質問にありましたように、職員の中で独自

にということでございますが、そちらにつきましては総務課のほうで行っていただいて

いる職員の研修のほうにも手話の講座研修がございますので、そちらのほうを利用した

中での職員の手話職に目指していきたいというふうに考えておるところでございます。 

○委員長（山内実貴子） 今西委員。 

○委員（今西利行） じゃ、簡単な手話はできる方はおられるという理解でよろしいでし

ょうか。 

○委員長（山内実貴子） 中村補佐。 

○福祉課課長補佐（中村浩二） 職員研修の中で手話を学んだ者につきましては手話に対

する知識というものはあると思います。ただ、手話につきましても一つの言語というふ

うに理解しておりますので、そちらのほうを通常やっぱり使う機会がないとその知識の

定着というのはなかなか難しいという現状もあるかと思っております。 

○委員長（山内実貴子） 今西委員。 

○委員（今西利行） それじゃ、聴覚障がい者が来庁された場合についての対応なんです

けれども、現在どのような形、リモートも含めてというふうに聞いているんですけれど

も、現状どういう形なんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 中村補佐。 

○福祉課課長補佐（中村浩二） 障がい者のコミュニケーション事業でも計上させていた

だいておりますが、タブレットを配備しております。そちらのタブレットを利用してオ

ンラインでの手話通訳、予約が空いていればという前提になりますが、それも可能でご

ざいますし、または事前に予約をいただいての聴覚言語協会のほうから手話通訳者の派

遣ということも行っておるところでございますので、現在のところ、窓口のほうでコミ

ュニケーションが取れず困っているといったことはないように認識しておるところでご

ざいます。 

○委員長（山内実貴子） 今西委員。 

○委員（今西利行） だから、リモートを使っての聴覚言語、あちらのホームのほうに直
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接リモートを使った対応という辺りについてはどうなんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 黒川理事。 

○健康福祉担当理事（黒川 剛） 準備といいますか、体制的には整えておるところでご

ざいますけれども、実際それを利用されてコミュニケーションをタブレットを通じて手

話通訳者の方とお話しするというのはございません。といいますのは、先ほど中村補佐

のほうが申し上げましたように、筆談ボードでありましたりですとか、必要なときに手

話の通訳者の方を同行していただく、または筆談に応じて対応させていただくことで、

今のところ、お越しいただく方につきましても何とかコミュニケーションが取れている

というような状況でございます。 

○委員長（山内実貴子） 今西委員。 

○委員（今西利行） 引き続き丁寧な対応をよろしくお願いします。 

  じゃ、続きまして、１４ページの高齢者の保健事業と介護予防等の一体的事業費、今

説明にあったんですけれども、これ新規事業ということで、もう少し詳しく実施内容と

か、特に通いの場というようなことを今言われたんですけれども、それも含めてもう少

し詳しく説明をお願いできますか。 

○委員長（山内実貴子） 立原課長。 

○健康対策課長（立原信子） こちら高齢者の保健事業と介護予防等の一体的実施という

ところで、国民健康保険の特別会計事業でやっております保健事業、特定健康診査であ

りましたり、特定保健指導が６５歳から７５歳までの方には対応があるところでして、

７５歳以上の方になりますと後期高齢者の健診事業というふうに実施しております。た

だ７５歳以上後期高齢に移行した段階ではなかなか、さらに突っ込んだ重症化予防であ

りましたり、特定健康診査、特定保健指導の場ということがなくなりますので、そうい

った継続性が一旦途切れるようなところをフォローする形で国のほうが推し進めている

事業となります。 

  一体的に介護予防と内容を一緒にやっていこうというものでありまして、通いの場と

いいますのは認知症カフェとかの場に専門職がお邪魔させていただいて、実際の今まで

の認知症カフェとか介護予防に関しましては運動というところ、身体的な脆弱を防止す

る、予防するというところに重きを置いていた部分が多くあったんですが、それだけで

はなくて、医療の専門的な知識を持った者が関わって、歯科口腔でありましたり、栄養

の指導でありましたり、そういうことも知識の普及ということも努めてやっていきまし

ょうということで事業を展開していく予定となっております。 
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○委員長（山内実貴子） 今西委員。 

○委員（今西利行） じゃ、分かりました。 

  そうしたら最後ですが、１６ページと、今説明にあったんですけれども、２４ページ

ですか、に関わって質問したいと思います。 

  未接種者への対応なんですけれども、これは本人の希望でやっていくんですけれども、

本人希望が明確でない場合、特に高齢者等だと思うんですけれども、その方については

どういうような対応されているのか、ちょっとお聞きしたいんですけれども。 

○委員長（山内実貴子） 立原課長。 

○健康対策課長（立原信子） 特に高齢者につきましては、今年度は意向調査という形で

全ての方におはがきを送らせていただきました。その時点で、全ての方に、また３回目

がありますよということの周知が図られたかなというふうに認識しております。実際多

くの方にご回答をいただきまして、高齢者につきましては、こちらからお日にちをお願

いさせていただいて、かなりの接種率ということで進められることができました。そう

いった意味では、未接種者ということはご本人の意志が多くあって、ご事情も含めてと

いうことかなというふうには認識しております。 

  ただ、継続的には広報紙等にも掲載させていただきまして、また、知らないというよ

うなことがないように、お互いの声かけとか、そういう集いの場でありました、先ほど

も申しましたように、保健師とかが出向くような場では、３回目の接種が始まっていま

すよということは事あるごとに周知を努めているところでございます。 

○委員長（山内実貴子） 今西委員。 

○委員（今西利行） 丁寧な対応よろしくお願いします。 

  それと、２４ページの子育て支援課のほうなんですけれども、これについては意向調

査、当然これは保護者がやっていくと思うんですけれども、ちょっと私聞いた話なんで

すけれども、やはり接種を希望された場合でも、逆に接種を希望されない場合でも、い

ろんな不安がやはり小児ということであると思うんです。その辺りの対応も多分やって

いただいていると思うんですけれども、どのような対応をされているのか、ちょっとお

聞きします。 

○委員長（山内実貴子） 岩井課長。 

○子育て支援課長（岩井直子） 確かに保護者の方、打つほうも打たないほうもというこ

とでご不安をお持ちでございます。厚生労働省のほうから様々な資料をお送りいただい

ております。一般的ではございますが、そちらのほうをお送りをさせていただく中で、
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ご相談等あります場合は保健師等も通じながらご相談に応じて、当日までは納得のいく

形でご検討いただけたらということでお返しをさせていただいているところでございま

す。以上です。 

○委員（今西利行） 分かりました。以上でいいです。 

○委員長（山内実貴子） 次、上野委員。 

○委員（上野雅央） そうしたら、一つだけ、主要事項の１４ページのことで、フレイル

予防に関する、先ほどもちょっと説明してはったと思うんですけれども、どういうよう

な予防の講座を実施されるんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 立原課長。 

○健康対策課長（立原信子） まずは、先ほども申しましたように、認知症カフェのほう

に医療専門職がお邪魔させていただきまして、フレイルといいますのは体が弱ってくる

身体的なものと、あとは社会的な孤立と、あとは精神的な鬱症状という、３つの部分が

絡み合ったものになっております。ですので、積極的に恐れて認知症カフェに出てきて

いただいている方には知識の補給ということで、いろんな歯科口腔のことでしたり、栄

養値等のことでお話をさせていただく場を設けたいと思っております。 

  また、後期高齢者医療の方が対象ですので、健診等のご案内の際に講座のご案内を皆

さんに送らせていただきまして、講座を設けさせていただきまして、そちらではまずは

出てきていただいて社会的につながっていただく、またそういう知識の普及ということ

を努める講座を実施したいと考えております。 

  またそれと併せまして、本当にどちらにもつながっておられない方の洗い出しを、そ

ういった集いの場とかいろんな高齢者と関わりを持つ方々とのお話を積極的に広げまし

て、そういった方を拾い出しというかをさせていただきまして、できるだけそういった

お独りで引きこもっておられる方というのを防いで、また個別に重点的な指導というか、

関わりを持っていきたいというふうに考えております。 

○委員長（山内実貴子） 上野委員。 

○委員（上野雅央） 今も、歯科口腔医と連携していうこともお聞きしたんですけれども、

その中でオーラルフレイル、滑舌の予防とか、そういうようなことも含めて講座には入

れられるんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 立原課長。 

○健康対策課長（立原信子） 歯科衛生士のほうの専門職の講座も設けさせていただきま

して、まずは口腔内の清潔さということから、またそういう滑舌にもつながるような講
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座になっていけるように、まずは基本的なところからの講座を始めたいと考えておりま

す。 

○委員長（山内実貴子） 上野委員。 

○委員（上野雅央） よろしくお願いいたします。 

  以上です。 

○委員長（山内実貴子） 山本委員。 

○委員（山本 精） 私も、主要事項調書１４ページのところでお聞きしたいんですけれ

ども、先ほど、フレイル予防で会の場、認知症カフェ等に参加してもらうこと等に参加

したいという人に講座とか開かれるということをお聞きしたんですけれども、やっぱり

そういう点ではフレイル予防はそういう場所に参加していろいろと話をしたり、食事を

したり、そういうことをすることによって予防していこうということだと思うんです。

その点で、前からちょっといろんな話させてもらって、解離性難聴が増えていると、こ

の間ずっと増えていると思うんですけれども、その解離性難聴でやっぱりしばしばそれ

によって認知症が進んでいくということが言われていますんで、やっぱりその辺でその

解離性難聴に対する補聴器の補助というのがやっぱり必要になってくるんかなと思うん

ですけれども、その辺の考え方はどのように考えられておるんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 黒川理事。 

○健康福祉担当理事（黒川 剛） 山本委員さんのほうから今ご質問がございました件で

ございますけれども、昨年の９月の決算委員会の場でも同様のご質問をいただきまして、

それに対しましては、本町におきまして支給の対象とさせていただくような判断基準を

持ち合わせていないというようなこともございますし、加齢に伴うものにつきましては

皆さんというふうなところもございますので、現段階では考えていないという答弁をさ

せていただきました。現段階におきましては、その考えには今のところ変更はございま

せん。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 山本委員。 

○委員（山本 精） そうは言われますけれども、私たちも、この件でいうても国からの

いろんな形で出てきているということであれば、やっぱりしっかりと認知症予防の観点

からも補助をしていただけるように希望しておきます。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 原田委員。 

○委員（原田周一） まず予算書の４３ページ、これの民生費のこれの社会福祉総務費の

中の１３番、町社会福祉協議会補助事業費、これ今回２，０００万円ほど計上されてい
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るんですが、令和３年度、昨年度が予算２，１７５万６，０００円というような金額で

計上されていました。これほとんどコロナで社会福祉協議会のその事業もほとんど中止

になっているんじゃないかというふうに思うんですけれども、その辺りこの予算はその

まま出ているんですけれども、その辺のちょっと考え方をできたら教えていただきたい

んですが。 

○委員長（山内実貴子） 黒川理事。 

○健康福祉担当理事（黒川 剛） 町のほうから社会福祉協議会さんのほうに支援させて

いただく分としましては、基本的には人件費が主なものでございます。各種事業に対し

ます、町のほうから委託させていただいているような、配食サービスでありましたりと

か、悩みごと相談ですとかというのがございますけれども、その辺りにつきましては委

託の中で事業を縮小されましたら、その中で清算をさせていただくという形を取らせて

いただいています。今、今回上げさせていただいております社会福祉協議会の補助事業

費につきましては、あくまでも社会福祉協議会自体の運営に係る人件費相当が中心のも

のであるというふうなご理解をいただければと思っております。 

○委員長（山内実貴子） 原田委員。 

○委員（原田周一） 了解しました。 

  それから次に、予算書の４７ページ、これの病児・病後児保育事業費、これも過去い

ろいろ一般質問等で提案もさせていただいて、ずっと実施していただいているんですけ

れども、これ最近のちょっと実績、分かる範囲で、答えられる範囲で結構ですんでちょ

っと教えていただけますか。 

○委員長（山内実貴子） 山下所長。 

○宇治田原保育所長（山下愛子） 保育所のほうで実施しております、体調不良児対応型

病児保育なんですけれども、令和３年度は、発熱でお預かりをしたお子さん、保育中に

発熱によりお預かりしたお子さんが２９６名と、嘔吐・下痢その他体調不良でお預かり

したお子さんが８０名、計３７６名となっております。 

○委員長（山内実貴子） 原田委員。 

○委員（原田周一） すみません。今ちょっと話の聞き方が悪かったんか、あれで

３７６名て、病児・病後児の保育事業で３７６名のいうことでちょっとお聞きしたよう

に思うんですけれども、これ、そんなたくさん年間病気されたということですか。じゃ

ないですか。 

○委員長（山内実貴子） 岡﨑補佐。 
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○子育て支援課課長補佐（岡﨑貴子） 申し訳ございません、今お話しさせていただいた

のが、病気・病後児のほうが体調不良児型と、実際に病院のほうでやっていただいてお

ります病児・病後児保育と２種類ございます。今お話しさせていただいたのは保育所の

ほうで行っているほうでございまして、通所中に体調不良を起こした場合に利用するほ

うという形になります。 

  今年度につきましては、今、徳洲会病院のほうのひまわりルームのほうと契約をさせ

ていただいて進めているんですけれども、現段階で今年度の利用者１名というふうにな

っております。ただ、まん延防止等重点措置であったりとか緊急事態宣言という形にな

ってきた場合なんですけれども、徳洲会病院は今も１月からこの３月の２１日まではち

ょっと病児保育のほうも一旦停止をされている状態であったりします。ですので、状況

によりましては、ちょっとそちらのほうが使えないということもあるんですけれども、

実際にお使いいただける施設はここ以外にもございます中で、問合せというのは今のと

ころ１件もございません。なので、今までのアンケートとかでも、できるだけご家庭で

病気のときは見てあげたいとおっしゃるお母様方お父様方も多ございますので、今のと

ころ利用について不足しているということではないのかなというふうには思ってござい

ます。 

  以上でございます。 

○委員長（山内実貴子） 原田委員。 

○委員（原田周一） この制度は特に共働きでお母さん方いうんですか、過去、親御さん

には大変喜んでいただいている事業なんで、ぜひよろしくお願いいたします。 

  それからその次、４９ページ、予算書、高齢者人間ドック事業費なんですが、

１３１万円計上されています。令和３年度の予算が９５万円の予算で、令和２年度のと

きの決算を見ますと１８３万円になっているんです。この９５万円、昨年の予算に比べ

て今回１３１万円という予算なんですけれども、高齢化でそれだけ増えたんかなという

気はするんですけれども、この辺の増額の要因いうのはどのように見ておられるんでし

ょうか。 

○委員長（山内実貴子） 立原課長。 

○健康対策課長（立原信子） 全体的に後期高齢者医療に移行というか、対象になられる

方が増えていっていることもありますし、また、人間ドックを、国民健康保険のときに

受けられていた方はまた引き続きというご希望の方もいらっしゃいますので、そういっ

た形で後期高齢になられても受けられた方が非常に、何人かおられて、多く実績として
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上がっていたところがあります。そういった増額の分を見越した予算の計上になってお

ります。 

○委員長（山内実貴子） 原田委員。 

○委員（原田周一） そうすると、特別急に人数増えたとか何とかいうような、例えば、

町が健康対策の一環として奨励して受診者が増えたとか、そういうことじゃないんです

ね。 

○委員長（山内実貴子） 立原課長。 

○健康対策課長（立原信子） 受けられた理由に関しまして詳細はちょっと不明ですが、

町としましては、特定健康診査に関わる高齢者の健診事業のほうも並行して推し進めて

おります。そちらもたくさんの項目が人間ドックと変わらないような健診内容になって

おりますので、まず、そちらのほうのご案内のほうも周知を努めているところですので、

特段、人間ドックのほうを特に周知したという事実はございません。 

○委員長（山内実貴子） 原田委員。 

○委員（原田周一） 私も人間ドックでいろいろ引っかかって入院した過去を持っていま

すんで、ぜひ、こういう事業は積極的に進めていただきたいと思います。 

  それから、先ほどから出ています、主要事項の１４ページ、フレイルの予防、これも

過日一般質問でもこういうことについて質問をさせていただいたんですけれども、具体

的にこの医療専門職の存在や役割の認知を広げるということの、この辺りちょっともう

少し詳しくご説明できるんであれば、ちょっとしていただきたいと思うんですが。 

○委員長（山内実貴子） 立原課長。 

○健康対策課長（立原信子） まずは、町に成人の保健でありましたり、高齢者の保健で

ありました全般関わっている保健師等がおります。保健師がなかなか外へ出て地域の

方々と直接接する機会というのが多く取れていなかったという経過がございます。積極

的にやっぱり地域に出て、皆さんにまずは保健師としての存在、役割というのは知って

いただくということが非常に重要かなと思っておりますので、コロナ禍ではありました

が、今年度におきましてもそういう通いの場に活かしていただきましたり、特定保健指

導で直接お伺いさせていただいたりということで、活動しております。そういう意味で、

やっぱりこれから地域に出て関わりを持つと、まずは保健師の存在を知っていただく、

それ以外にもやっぱり理学療法士でありましたり、管理栄養士でありましたり、歯科衛

生士でありましたり、様々に特別に専門に分野を持っている専門職がおりますので、そ

ういった者と連携して、皆さんにそれぞれの専門分野のお話をさせていただいて、まず、
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いろんなところで知識を深めていただけたらなというふうに考えております。 

○委員長（山内実貴子） 原田委員。 

○委員（原田周一） まさに今お答えいただいたとおりやと思うんです。特に、保健師だ

けじゃなしに、栄養士であるとか、いろんな、介護士であるとか、その辺りのことも前

に一般質問の中でも多分、私、話しさせていただいていたと思うんですけれども、その

辺の、例えば横の連携いうんですか、チームワークいうんですか、その辺りはやはりこ

の担当健康対策課の中でそういうのを作って、何か情報交換とかいうのを取り組んでい

くようなイメージで捉えていたらいいんでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 立原課長。 

○健康対策課長（立原信子） 健康対策課とこちらは介護予防の一体的実施ですので、福

祉課がもう介護予防ということは事業として実施しております。福祉課等も連携をさせ

ていただきまして、まずは庁内での横のつながり、また専門職は外からもたくさん来て

いただく予定をしておりますので、そういった方とのつながり、また地域でそういう活

動をされている、また施設でありましたりとか、認知症カフェを運営されている方々で

ありましたりとか、そういう専門的に高齢者等に関わっておられる方とのつながりとい

うのは立体的に広げていけたらというふうに考えております。 

○委員長（山内実貴子） 原田委員。 

○委員（原田周一） ありがとうございます。まさしく担当課だけじゃなくしに、隣の課

とか関係する課とかいう庁舎内のマトリックス組織でケアしていくというような感じで

ございますんで、ぜひ、その方は日頃私もそういう横断的に、組織で全面的にバックア

ップして体制を組んで事業を進めていただきたいということを申しておりますんで、ぜ

ひ、よろしくお願いいたします。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 浅田委員。 

○委員（浅田晃弘） 先ほど来から、１４ページ、ずっと出ていますので、私のほう、こ

っちのほうをしたいなと思っていたんですけれども、ただ一つ、健康寿命を延ばす、そ

ういう観点からこういう取組をしていただける、それから保健事業と介護予防との一体

的実施いうことで後期高齢者医療広域連合の受託事業で受けてやられるというところで、

いい活動でというか、取組であるのかなと思います。やはり若い頃、ここで言えば

６５歳以上なんですけれども、この辺りからいろいろ取組をしていただく中で、こうい

う取組をやっていただきたいということを思っておりましたので、その部分を意見を述

べさせてもらったいうような形になりますけれども、またよろしくお願いしたいと思い
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ます。以上です。 

○委員長（山内実貴子） ほかにございませんか。 

  谷口委員。 

○委員（谷口 整） それでは、主要事項の２１ページ、地域子育て支援事業の中の地域

子育て支援センター事業費、これ地域子育て支援センターでやられている事業とまた各

種広場と出かけていってやられる事業とあると思うんですけれども、この２年間、コロ

ナ禍の関係でいろいろと制約があったと思うんです。その辺でそのコロナ禍が始まる前

と、今現在の利用者の数字の違い、その辺いかがでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 青山所長。 

○地域子育て支援センター所長（青山晃子） コロナ禍が始まる前と現在の人数ですけれ

ども、やはり利用者は制限がある中ですごく減っておりまして、例えば、令和元年度で

したらセンター利用者は７，９１８人おられたところが、昨年度でしたら２，１９８人

となっております。ただ、それまでは予約もなしに好きなときにご利用いただけていた

のが、密を避けるための予約制であったり、事業ができなかったりということで減って

いると思います。 

  ただ、その中でも、相談事業としまして利用者支援事業がございますが、その数が逆

に増えている状況です。令和元年度は９９件の相談でしたが、昨年度は２０２件、今年

度におきましては２月までですけれども２４１件と増えております。ということは、こ

のコロナ禍の中で保護者の方が悩んでおられて相談に見えることが増えているのだなと

理解しております。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） 今お聞きしましたように、地域子育て支援センターの利用者は相当

減っていると、がしかし、逆に相談等の件数は相談は増えていると、それだけ保護者の

方もいろいろと悩んでおられるということだと思います。それで、これ多分２１日には

まん延防止等重点措置も解除されるという見込みで、今後いろいろと以前のようにまた

制約なくできる機会が来ると思うんですけれども、そんな中で地域子育て支援センター

として、これができていなかった、あれができていなかった、また逆に、こういうのし

たい、あんなことを取り組みたいという思いがあればお聞かせをいただきたいなと思う

んですけれども。 

○委員長（山内実貴子） 青山所長。 

○地域子育て支援センター所長（青山晃子） コロナにおいて地域子育て支援センターの
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在り方も変わりましたし、来所前提の地域子育て支援センターの在り方が変わった中で

いろいろ試行錯誤してきた２年でした。その中で、コロナは困ることですが、よかった

なと思えることはオンライン事業の実施です。今年度は４回実施いたしまして、その中

で、こういった形でつながれるんやという声もいただいております。コロナがなかった

としても、子どもさんを連れて外に出るというのはすごく大変なことですし、これはコ

ロナもそうなんですけれども、そうでなくとも、オンラインで事業をするとか、講座を

するとかということができるということは、保護者さんにとってもつながれるというか、

利用できる機会が広がるんだなということを実感いたしました。 

  オンラインの中でいろいろ試したんですけれども、保護者さんの声からは、やはり対

面で何気ない話からの悩み相談をしたいという声も多くございます。ですので、今後は

対面とオンラインを併用する、あと、私たちがまたポスティングも継続して実施してお

りますが、保護者さんのもとに出向くなどいろいろな方法があるんだなと実感した２年

でもありましたし、また、今後そのように親子の方に関わっていって見守りができれば

と考えているところでございます。以上です。 

○委員長（山内実貴子） 谷口委員。 

○委員（谷口 整） この２年間いろいろと本当に制約がある中で、いろいろと取り組ん

でいただいてご苦労さんでした。お疲れさんでした。以上です。 

○委員長（山内実貴子） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） ないようでございますので、一般会計予算に係る関係所管分の

質疑を終わります。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第８号及び議案第１９号の説明、質疑 

○委員長（山内実貴子） 次に、日程第６、議案第８号、令和４年度宇治田原町国民健康

保険特別会計（事業勘定）予算を議題といたします。 

  当局より説明を求めます。立原健康対策課長。 

○健康対策課長（立原信子） それでは、議案第８号、令和４年度宇治田原町国民健康保

険特別会計（事業勘定）予算に係る主要な事業についてご説明申し上げます。 

  主要事項調書の１７ページを御覧ください。特定健康診査等実施事業費でございます。

国保被保険者の健康の維持・改善を図るため、メタボリックシンドロームの早期発見を

目的とした特定健康診査を実施し、健診結果によりメタボリックシンドロームのリスク
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に応じて保健指導レベルを決定し、特定保健指導を実施するものです。 

  次に、１８ページを御覧ください。生活習慣病予防対策事業費につきましては、先ほ

ど説明いたしました特定健康診査の結果により、メタボリックシンドローム及びその予

備軍とされた方に実施する特定保健指導に係る事業でございます。また、本事業では健

診結果及びレセプト点検などの日常の他の業務から分かる糖尿病などの病状の重症化の

おそれのある方に対しましても保健指導を重点的に行い、これらの保健指導により病気

の発症や重症化を防ぎ、住民の皆様の生活の質の向上を目指すとともに、国保医療制度

の健全化を図るものでございます。 

  説明につきましては以上でございます。 

○委員長（山内実貴子） 説明が終わりました。 

  次に、国民健康保険特別会計予算に関連いたします議案として、日程第７、議案第

１９号、宇治田原町国民健康保険税条例の一部を改正する条例を制定するについてを併

せて議題といたします。 

  まず、当局より説明を求めます。立原健康対策課長。 

○健康対策課長（立原信子） それでは、議案第１９号、宇治田原町国民健康保険税条例

の一部を改正する条例を制定するについてご説明を申し上げます。 

  議案第１９号の資料を御覧ください。 

  本改正につきましては、全世代対応型の社会保障制度を構築するための健康保険法の

一部を改正する法律の施行等に伴い、国民健康保険税条例の一部を改正するものです。 

  改正内容といたしましては、子育て世帯の経済的負担軽減の観点から国民健康保険に

加入する全世帯の未就学児に係る国民健康保険税の均等割について、その５割を軽減す

るものです。未就学児が低所得世帯の軽減措置、７割、５割、２割軽減の対象世帯に属

する場合には、その軽減後の均等割額から５割を軽減するものです。未就学児一人当た

りの均等割額は表のとおりでございます。 

  施行期日は令和４年４月１日からでございます。 

  説明につきましては以上でございます。 

○委員長（山内実貴子） 説明が終わりました。 

  それでは、日程第６から順次質疑に入りたいと思います。 

  まず、議案第８号について質疑のある方は、ページ数、事業名など明確に指定をし、

簡潔にお願いいたします。直ちに質疑に入ります。質疑のある方は挙手を願います。今

西委員。 
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○委員（今西利行） １点だけお願いします。主要事項の１８ページ生活習慣病予防対策

事業費ですが、この取組、大変いい取組だと思うんですけれども、なかなか改善されな

いというようなことを聞くんですけれども、どれぐらい改善されたのか分かっていたら

教えてください。 

○委員長（山内実貴子） 立原課長。 

○健康対策課長（立原信子） 改善に関しましては、本当に個々の状況でございますので、

全体を把握するというのは非常に難しいかなというふうに考えております。ただ、特定

保健指導を継続的に受けていただいている方に関しましては、特定健康診査自体を継続

的に受けていただいておりますので、その結果が経年の状況が分かるような資料も非常

に分かりやすいものもご提示させていただいて指導をさせていただいております。 

  あとは、皆様の本当に改善に向けた取組を本当に支援、応援させていただくというこ

とに重きを置いておりますので、少しの改善でも何とか励まし支えて一緒にやっていこ

うというスタンスでやっております。できるだけ、また全体の把握ということも努めて

いきたいと思います。 

○委員長（山内実貴子） 今西委員。 

○委員（今西利行） そうですね、なかなか大変難しく自己責任だと思うんですけれども、

改善された例とかね、そういうのはまた返していただいたら、なかなか改善できない人

が多いと思うんですけれども、そんなこともやっていただけたらと思うんですけれども、

いかがでしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 立原課長。 

○健康対策課長（立原信子） またそういった機会を捉えまして、例えば、一緒に頑張ら

せていただいて、こんなふうに変わられた方もいらっしゃいますというような事例も紹

介できる場をまた検討していきたいと思います。 

○委員（今西利行） よろしくお願いします。 

○委員長（山内実貴子） 今西委員。以上ですか。 

○委員（今西利行） はい、いいです。 

○委員長（山内実貴子） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） ないようでございますので、議案第８号の質疑を終わります。 

  次に、日程第７、議案第１９号について質疑のある方は挙手を願います。ございませ

んか。 
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（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） ないようでございますので、議案第１９号の質疑を終わります。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第９号の説明、質疑 

○委員長（山内実貴子） 次に、日程第８、議案第９号、令和４年度宇治田原町後期高齢

者医療特別会計予算を議題といたします。 

  当局より説明を求めます。立原健康対策課長。 

○健康対策課長（立原信子） それでは、議案第９号、令和４年度宇治田原町後期高齢者

医療特別会計予算に係る主要な事業についてご説明を申し上げます。 

  主要事項調書の１９ページを御覧ください。 

  後期高齢者健康診査費でございます。先ほど国民健康保険特別会計のほうでご説明さ

せていただきました特定健康診査と同時期に実施する事業となりますが、高齢者の健康

の保持増進を図るため、疾病の早期発見、早期治療を目的とした健康診査を実施するも

のでございます。 

  また、対象者全員に受診票を送付させていただきまして、引き続き受診率の向上を図

るとともに、高齢者の保健事業と介護予防の一体的実施の事業の周知にも併せて行いま

して、高齢者の健康寿命の延伸と後期高齢者医療制度の健全化を図るものでございます。 

  説明につきましては以上でございます。 

○委員長（山内実貴子） 説明が終わりました。 

  質疑のある方は、ページ数など明確に指定をし、簡潔にお願いいたします。直ちに質

疑に入ります。質疑のある方は挙手を願います。ございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） ないようでございますので、議案第９号の質疑を終わります。 

────────────────────────────────────────── 

◎議案第１０号の説明、質疑 

○委員長（山内実貴子） 次に、日程第９、議案第１０号、令和４年度宇治田原町介護保

険特別会計予算を議題といたします。 

  当局より説明を求めます。黒川健康福祉担当理事。 

○健康福祉担当理事（黒川 剛） それでは、議案第１０号、令和４年度宇治田原町介護

保険特別会計予算についてご説明申し上げます。 

  主要事項調書の１３ページを御覧ください。 
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  地域リハビリテーション活動支援事業費でございます。元気はつらつ若返り塾の一般

介護予防事業の一環といたしまして実施するもので、山城北圏域地域リハビリテーショ

ン支援センターと連携し、ウォーキングを通しての介護予防事業を実施するものでござ

います。 

  以上、簡単でございますが、説明を終わらせていただきます。 

○委員長（山内実貴子） 説明が終わりました。 

  質疑のある方は、ページ数など明確に指定をし、簡潔にお願いいたします。直ちに質

疑に入ります。質疑のある方は挙手を願います。今西委員。 

○委員（今西利行） 主要事項調書の１１ページのほうからお願いします。 

  特別養護老人ホームに関してお聞きしますが、現在、待機者数は何人でしょうか。 

○委員長（山内実貴子） 黒川理事。 

○健康福祉担当理事（黒川 剛） 毎年、京都府のほうが京都府下各特別養護老人ホーム

の入所申込みの情報を集約いたしまして、各市町村のほうにおろしてまいります。その

中で、町のほうでは、新たに入所された方、または移動された方、または亡くなられた

方といった形で整理といいますか、精査させていただきました数字でございますけれど

も、昨年の３月、令和３年４月１日現在の数字になりますけれども、名寄せ前で９６名

のところ、今申し上げましたような精査を行ったところ１５名という状況でございます。

なお、平成３１年４月１日現在ですと４１名、令和２年４月１日現在ですと２６名とい

うことで、年々減少している傾向にはございます。以上でございます。 

○委員長（山内実貴子） 今西委員。 

○委員（今西利行） そうしましたら、１５人ということで、増床とかの計画はどうなっ

ていますか。 

○委員長（山内実貴子） 黒川理事。 

○健康福祉担当理事（黒川 剛） 昨年度制定いたしました介護保険の事業計画におきま

して、特別養護老人ホームサンビレッジ宇治田原さんのほうの増床は５０床から５８床

に増床するという計画を持ってございます。昨年の１０月１日に、京都府のほうから増

床の認可を受けられ、今現在５８名の入所体制の基で事業を実施されているところでご

ざいます。 

○委員長（山内実貴子） 今西委員。 

○委員（今西利行） 聞くところによりますと、増床の仕方なんですけれども、サンビレ

ッジのほうではショートステイのほうの病床を減らして、そちらに回したというふうに
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聞いているんですけれども、それは確かですか。 

○委員長（山内実貴子） 黒川理事。 

○健康福祉担当理事（黒川 剛） 現在の施設を改修することなく、既存のベッド数にお

きましてショートステイのほうの１０床、また、本入所といいますか、特別養護老人ホ

ームの入所者のベッド数５０床、合わせまして６０床ございましたけれども、そのショ

ートステイ用の１０床の中から８床を本入所のほうに転用されたという形で転用されて

おります。以上でございます。 

○委員長（山内実貴子） 今西委員。 

○委員（今西利行） そうしますと、これも聞いたことなんですけれども、ショートステ

イの新規受付がちょっと困難だというふうなことも聞くんですけれども、減らされたと

いうことで、その辺りはいかがなんですか。 

○委員長（山内実貴子） 黒川理事。 

○健康福祉担当理事（黒川 剛） 直接、ショートステイを利用しにくいんだというふう

なケアマネージャーさん等とからのお話は特に聞いていないところでございます。思う

ところでございますけれども、今まで、本入所がされずにショートステイを継続して利

用されて入所待ちされていたという方々が、ショートから本入所に転用されていったと

いうことからいってショートのニーズにつきましては下がってきているのかなというふ

うに理解しているところでございます。 

○委員長（山内実貴子） 今西委員。 

○委員（今西利行） それは例えば、ショートステイの希望者が困らないような対応の執

行をお願いしたいということと、今後とも特別養護老人ホームについては、以前なんか

は新しい建物を利用したとかそういうことの話もあったんですけれども、今後、そうい

う形の待機者がまだあるということなんで、それの対策というか考えておりますか。 

○委員長（山内実貴子） 黒川理事。 

○健康福祉担当理事（黒川 剛） 令和５年度になりますけれども、その際にはまた次の

介護保険事業計画の改定作業を行いますので、その中で検討してまいりたいというふう

に考えてございます。 

○委員（今西利行） ぜひよろしくお願いいたします。以上です。 

○委員長（山内実貴子） ほかにございませんか。 

（「なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） ないようでございますので、議案第１０号の質疑を終わります。 
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  これで関係所管分の審査を終わります。 

  本日の審査が終了いたしましたので、現地審査箇所の希望をお聞きしたいと思います。

ございませんか。今日の分であれば、ありませんか。 

（発言する者なし） 

○委員長（山内実貴子） では、またお願いしたいと思います。 

  ここでお諮りをいたします。本日の委員会はこの程度にとどめたいと思いますが、こ

れにご異議ございませんか。 

（「異議なし」と呼ぶ者あり） 

○委員長（山内実貴子） 異議なしと認めます。 

  本日の予算特別委員会はこれにて散会することに決しました。 

  なお、次回は２２日午前１０時から委員会を開きますので、ご参集のほどよろしくお

願い申し上げます。 

  本日は大変ご苦労さまでございました。 

散  会   午後 ２時４９分 
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